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二
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九　

お
わ
り
に

一　

秋
田
県
の
概
要

秋
田
県
は
、
東
京
か
ら
ほ
ぼ
真
北
約
四
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
り
、
日
本
海
沿
岸
の
東
経
一
四
〇
度
五
二
分
三
七
秒
か
ら

一
四
〇
度
三
三
分
四
四
秒
、
北
緯
三
九
度
五
九
分
四
〇
秒
か
ら
四
〇
度
二
二
分
一
九
秒
の
間
に
位
置
す
る
、
南
北
一
八
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
・
東
西
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
、
面
積
一
一
六
三
六
・
三
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
、
全
国
第
六
位
の
広
さ
の
県
で
あ

る
。
日
本
の
都
道
府
県
の
平
均
面
積
八
〇
四
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
み
て
も
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
県
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
他
方
、
秋
田
県
の
人
口
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
の
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
速
報
値
に
よ
れ
ば
一
〇
二
万
二
八
三
九
人
で
あ

り
、
全
国
三
八
位
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
と
対
比
す
る
と
人
口
減
少
率
は
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
全
国
一
位
と
な
っ

て
い
る
。
人
口
密
度
は
八
八
で
、
六
九
の
北
海
道
、
八
四
の
岩
手
県
に
次
い
で
下
か
ら
三
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
平
均
は
三
四
一
で

あ
り
、
二
ケ
タ
台
は
こ
の
一
道
二
県
の
み
と
な
っ
て
い
る

（
1
）

。

秋
田
県
の
固
定
資
産
評
価
面
積
は
四
三
三
九
・
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
の
総
面
積
の
三
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

「
山
林
」
は
、
一
九
三
四
・
六
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
の
総
面
積
の
一
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面
積
の
四
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。「
田
」
は
一
三
一
一
・
七
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
県
の
総
面
積
の
一
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面
積
の
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
位
の
「
原
野
」
は
五
四
七
・
〇
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
の
総
面
積
の
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総

面
積
の
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、「
宅
地
」
は
二
五
一
・
〇
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
の
総
面
積
の
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面
積

二



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
三
）

の
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。「
畑
」
は
二
三
二
・
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
の
総
面
積
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面

積
の
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
山
林
・
原
野
は
二
四
八
一
・
六
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
総
面
積
の

二
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面
積
の
五
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
田
畑
は
一
五
四
五
・
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県

の
総
面
積
の
一
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
価
総
面
積
の
三
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
六
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
資
産
価

値
の
な
い
土
地
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
山
林
・
原
野
と
合
わ
せ
る
と
県
の
総
面
積
の
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
森
林
や
山
林
原
野
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
県
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
2
）

。

秋
田
県
の
土
地
利
用
計
画
で
は
、
秋
田
県
の
土
地
利
用
の
現
状
を
「
本
県
は
、
一
一
六
万
ha
の
県
土
を
有
し
、
そ
の
利
用
現
況
は
、
森

林
が
七
二
％
、
農
用
地
が
一
四
％
、
水
面
・
河
川
・
水
路
が
四
％
、
道
路
が
三
％
、
宅
地
が
二
％
、
原
野
が
一
％
、
そ
の
他
が
四
％
で

あ
っ
て
、
全
国
の
土
地
利
用
構
成
に
比
べ
て
森
林
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
こ
の
一
三
年
間

の
県
土
利
用
の
推
移
を
見
る
と
、
全
国
の
傾
向
と
同
様
、
宅
地
、
道
路
の
増
加
が
著
し
い
反
面
、
農
用
地
や
森
林
、
原
野
が
減
少
し
て
い

る
」
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
と
は
い
え
広
い
森
林
の
活
用
も
今
後
の
秋
田
県
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た

秋
田
県
は
、「
本
県
は
、
広
大
な
森
林
や
変
化
に
富
む
山
岳
の
ほ
か
、
澄
明
な
湖
沼
が
点
在
す
る
な
ど
、
優
れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
第
三
次
計
画
期
間
内
に
お
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
﹇
白
神
山
地
﹈
及
び
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
自
然
公
園
の
指
定

区
域
の
拡
大
及
び
再
編
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
海
域
を
除
い
て
約
一
二
四
千
ha
、
一
二
ヶ
所
が
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
面
積

は
県
土
全
体
の
一
一
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
湿
原
植
物
群
落
の
保
全
の
た
め
、
自
然
環
境
保
全
地
域
と
し
て
新
た
に
二
ヶ
所
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
保
全
対
象
地
域
に
は
、
民
有
林
等
の
私
有
地
も
多
く
、
規
制
に
対
す
る
私
権
と
の
調
整
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
、
自
然
環
境
保
全
の
必
要
性
と
、
そ
こ
に
潜
む
問
題
点
を
強
調
し
て
い
る

（
3
）

。

三
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（
四
）

秋
田
県
の
人
口
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
約
一
三
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
は
一
〇
二

万
二
八
三
九
人
（
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
速
報
値
）
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
以
降
は
年
間
一
万
人
以
上
の
人
口
減
が
進

行
し
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
は
人
口
減
少
率
が
一
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
な
ど
、
全
国
最
大
の
ペ
ー
ス
で
人
口
が
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
秋
田
県
は
、
二
〇
四
〇
（
平
成
五
二
）
年
の
人
口
は
六
九
万
九
八
一
四
（
約
七
〇
万
）
人
に
ま
で
減
少
し
、
二
〇
六
〇
（
平
成

七
二
）
年
に
は
四
六
万
五
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
測
し
て
い
る
。
秋
田
県
は
、「
あ
き
た
未
来
総
合
戦
略
」
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
の
目
標
人
口
を
二
〇
四
〇
（
平
成
五
二
）
年
で
七
六
万
人
、
二
〇
六
〇
（
平
成
七
二
）
年
で
六
一
万
一
千
人
、
二
一
〇
〇
年

に
は
約
五
二
万
人
と
い
う
流
れ
で
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
そ
の
後
は
安
定
的
に
推
移
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る

（
4
）

。

秋
田
県
は
、
こ
の
目
標
現
実
に
む
け
た
人
口
の
自
然
増
減
と
社
会
増
減
対
策
を
提
示
し
て
い
る
。
自
然
増
減
対
策
た
め
の
合
計
特
殊
出

生
率
の
目
標
値
を
、
二
〇
三
五
（
平
成
四
七
）
年
に
国
の
希
望
出
生
率
で
あ
る
一
・
八
三
に
、
二
〇
五
〇
（
平
成
六
二
）
年
に
人
口
置
換
水

準
で
あ
る
二
・
〇
七
と
し
、
社
会
増
減
対
策
と
し
て
、
二
〇
三
五
（
平
成
四
七
）
年
ま
で
に
五
年
ご
と
に
二
分
の
一
ず
つ
減
少
さ
せ
、

二
〇
四
〇
（
平
成
五
二
）
年
以
降
は
転
入
・
転
出
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
秋
田
県
は
、
二
〇
一
五

（
平
成
二
七
）
年
度
か
ら
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
度
の
五
年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
『
あ
き
た
未
来
総
合
戦
略　
「
高
質
な
田
舎
」
を
思

い
描
き
な
が
ら
「
日
本
に
貢
献
す
る
秋
田
」、「
自
立
す
る
秋
田
」
を
目
指
し
て
』
を
策
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
高
質
の
田
舎
」
と
い

う
言
葉
は
「
自
然
と
調
和
し
、
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
姿
」
の
具
体
像
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
5
）

。

「
あ
き
た
未
来
総
合
戦
略
」
の
基
本
的
視
点
は
「
東
京
圏
等
へ
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
」、「
東
京
圏
等
か
ら
秋
田
へ
の
人
の

流
れ
を
つ
く
る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
の
安
全
を

守
る
」
の
四
点
で
あ
る
。
ま
た
基
本
目
標
と
し
て
、「
⑴
産
業
振
興
に
よ
る
仕
事
づ
く
り
」、「
⑵
移
住
・
定
住
対
策
」、「
⑶
少
子
化
対
策
」、

四
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「
⑷
新
た
な
地
域
社
会
の
創
生
」
の
四
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
⑴
で
は
「
雇
用
創
出
数　

五
年
間
で
一
万
二
六
三
〇
人
」
が
、
⑵
で
は

「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
者
数　

一
〇
六
〇
人
（
平
成
二
六
）
↓
一
七
〇
〇
人
（
平
成
三
一
）」
と
「
本
県
へ
の
移
住
者
数　

二
〇
人
（
平
成
二
六
）

↓
二
二
〇
人
（
平
成
三
一
）」
が
、
⑶
で
は
「
婚
姻
数　

三
八
四
二
件
（
平
成
二
六
）
↓
四
〇
二
〇
件
（
平
成
三
一
）」、「
合
計
特
殊
出
生
率

一
・
三
四
（
平
成
二
六
）
↓
一
・
五
〇
（
平
成
三
一
）」
が
、
⑷
で
は
「『
住
ん
で
い
る
地
域
が
住
み
や
す
い
』
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合　

平

成
三
一
ま
で
に
八
〇
％
」
と
「
社
会
活
動
・
地
域
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合　

四
四
・
四
％
（
平
成
二
六
）
↓
六
八
・
〇
％
（
平
成
三
一
）」

が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
を
あ
げ
て
「
高
質
な
田
舎
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
秋
田
県
の
姿
勢
が
見
え
る

（
6
）

。

し
か
し
「
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
速
報
値
」
を
見
る
と
、
人
口
増
加
率
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
都
県
は
、
上
か
ら
三
・
〇
の
沖
縄
県
、

二
・
七
の
東
京
都
、
一
・
〇
の
愛
知
県
、
〇
・
九
の
神
奈
川
県
と
埼
玉
県
、
〇
・
六
の
福
岡
県
、
〇
・
二
の
滋
賀
県
、
〇
・
一
の
千
葉
県
の
八
県

の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
の
が
今
回
の
調
査
で
は
じ
め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
の
大
阪
府
で
あ
る
。
全
国
平
均
が
マ

イ
ナ
ス
〇
・
七
で
あ
り
、
平
均
以
上
の
都
府
県
は
こ
の
九
都
府
県
と
マ
イ
ナ
ス
〇
・
六
の
宮
城
県
と
広
島
県
だ
け
で
あ
る
。
沖
縄
県
、
宮
城

県
、
広
島
県
を
除
く
と
、
旧
四
大
工
業
地
帯
で
の
人
口
増
加
傾
向
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ま
た
、
八
県
中
四
都
県
が
東
京
圏
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
依
然
と
し
て
東
京
一
極
集
中
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
北
海
道
と
沖
縄
県
を
例
外
と
す
る
と
、
東

北
（
宮
城
県
が
中
心
）、
関
東
（
東
京
圏
が
中
心
）、
中
部
（
愛
知
県
が
中
心
）、
近
畿
（
大
阪
府
が
中
心
・
滋
賀
県
で
人
口
が
増
加
）、
中
・
四
国

（
広
島
県
が
中
心
）、
九
州
（
福
岡
県
が
中
心
）
は
、
中
心
に
な
る
都
府
県
を
軸
に
発
展
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
州

制
を
導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
八
地
域
が
軸
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
地
方
消
滅
」
を
防
止
す
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
は
、

札
幌
市
、
仙
台
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
広
島
市
、
福
岡
市
、
那
覇
市
が
「
地
方
中
核
都
市
」
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
東
北
は
仙
台
市
を
地
方
中
核
都
市
と
し
た
対
応
が
必
要
と
な
る

（
7
）

。
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そ
れ
ゆ
え
、
都
道
府
県
の
中
で
全
市
町
村
の
人
口
減
少
率
が
全
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
秋
田
県
の
将
来
計
画
は
、
秋
田
県
単
独
の

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
大
き
な
壁
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
東
北
地
方
の
太
平
洋
地
域
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
県
が
互
い
に
競
争
し
あ
っ
て
地
方
創
生
に
向
か
っ
て
進
み
始
め

て
お
り
、
全
体
的
な
動
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
秋
田
県
で
は
人
口
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
が
秋
田
市
に
住
ん
で
い
る
の

で
あ
り
、
秋
田
市
一
極
集
中
の
傾
向
が
強
い
。
そ
う
し
た
中
で
、「
農
山
漁
村
に
つ
い
て
は
、
生
活
お
よ
び
生
産
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
等
公
益
的
機
能
を
有
す
る
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
良
好
な
生
活
環
境
の
整
備
の
も
と
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
林
水
産
業
の
展
開
、
地
域
産
業
の
進
行
や
地
域
に
適
合
し
た

諸
産
業
の
導
入
等
に
よ
る
就
業
機
会
の
確
保
等
に
よ
り
、
集
落
機
能
の
維
持
・
再
生
を
図
り
、
健
全
な
地
域
社
会
を
築
く

（
8
）

」
こ
と
が
目
標

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
厳
し
い
現
実
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

二　

秋
田
県
の
国
と
郡
と
市
町
村
の
歴
史

秋
田
県
の
藩
や
旗
本
領
、
郡
そ
し
て
市
町
村
の
変
遷
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
秋
田
県
が
位
置
す
る
東
北
地
方
は
、
現
在
の
秋
田
県

と
山
形
県
の
大
半
を
領
域
と
す
る
出
羽
国
と
、
現
在
の
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
大
半
を
領
域
と
す
る
陸
奥
国
に
分
か
れ

て
い
た
。
出
羽
国
の
始
ま
り
は
七
〇
八
（
和
同
一
）
年
に
お
か
れ
た
越
後
国
出
羽
郡
で
あ
り
、
七
一
二
（
和
同
五
）
年
に
出
羽
国
と
な
っ
た
。

越
後
国
出
羽
郡
は
北
陸
道
の
領
域
を
拡
大
す
る
形
で
、
現
在
の
山
形
県
の
庄
内
地
方
か
ら
秋
田
県
の
領
域
の
大
半
に
勢
力
圏
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
他
方
、
陸
奥
国
は
、
東
山
道
と
東
海
道
の
領
域
を
拡
大
す
る
形
で
北
東
に
勢
力
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
当
初
は
道
奥
（
み
ち

六
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の
く
）
国
と
称
さ
れ
、
現
在
の
福
島
県
と
宮
城
県
南
部
そ
し
て
山
形
県
の
内
陸
部
に
あ
た
る
最
上
地
方
、
村
山
地
方
、
置
賜
地
方
を
領
域

と
し
て
い
た
。
陸
奥
国
が
現
在
の
福
島
県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
・
青
森
県
に
匹
敵
す
る
領
域
と
な
っ
た
の
は
一
二
世
紀
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
七
一
二
年
の
出
羽
国
の
設
置
の
際
に
、
現
在
の
山
形
県
の
内
陸
部
は
陸
奥
国
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
出
羽
国
の
藩
図
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
出
羽
国
の
現
在
の
秋
田
県
に
関
連
し
た
領
域
に
は
、
山
本
郡
、
秋
田
郡
（
現
在
の
北
秋
田
郡
と
南
秋
田
郡
）、
河
辺
郡
、
仙

北
郡
、
由
利
郡
、
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
、
飽
海
郡
が
お
か
れ
た

（
9
）

。

江
戸
時
代
に
現
在
の
秋
田
県
の
領
域
に
お
か
れ
て
い
た
藩
は
、
久
保
田
藩
（
佐
竹
氏
・
二
〇
万
五
八
〇
〇
石
、
一
八
七
一
〔
明
治
四
〕
年
に

秋
田
藩
に
改
名
）
と
岩
崎
藩
（
旧
久
保
田
新
田
藩
・
二
万
石
、
佐
竹
家
の
分
家
、
後
に
久
保
田
藩
に
統
合
さ
れ
た
が
明
治
政
府
に
よ
り
岩
崎
藩
と
し
て
再

設
置
さ
れ
た
）、
本
荘
藩
（
六
郷
氏
・
二
万
石
、
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
）
と
亀
田
藩
（
岩
城
氏
・
一
万
八
千
石
、
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
岩

城
亀
田
）
と
矢
島
藩
（
生
駒
氏
・
一
万
二
千
五
百
石
、
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
）
の
五
つ
（
久
保
田
藩
と
久
保
田
新
田
藩
を
一
つ
と
み
れ

ば
四
つ
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
盛
岡
藩
領
の
鹿
角
郡
と
、
由
利
郡
に
三
つ
の
旗
本
領
が
存
在
し
た
。
旗
本
領
の
代
表
と
さ
れ
る
仁
賀
保

氏
は
、
当
初
仁
賀
保
藩
で
あ
っ
た
が
分
家
に
よ
り
旗
本
と
な
り
、
由
利
郡
仁
賀
保
（
現
在
の
に
か
ほ
市
平
沢
）
に
旗
本
領
を
お
い
た
。
久
保

田
藩
の
領
域
は
、
山
本
郡
、
秋
田
郡
、
河
辺
郡
、
仙
北
郡
、
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
現
在
の
秋
田
県
の
領
域
の
大
半
を

占
め
て
い
た
。
久
保
田
藩
の
領
域
内
に
お
か
れ
た
岩
崎
藩
は
、
久
保
田
藩
領
雄
勝
郡
の
東
部
を
領
域
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
久
保
田
藩
の

支
城
が
お
か
れ
た
横
手
は
平
鹿
郡
を
、
大
館
は
北
秋
田
郡
の
一
部
を
管
轄
し
た
。

六
郷
氏
が
治
め
た
本
荘
藩
は
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
付
近
を
、
岩
城
氏
が
治
め
た
亀
田
藩
は
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
岩
城
亀

田
付
近
を
、
生
駒
氏
が
治
め
て
い
た
矢
島
藩
は
現
在
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
付
近
を
領
域
と
し
て
い
た
。
ま
た
旗
本
領
は
仁
賀
保

付
近
す
な
わ
ち
現
在
の
に
か
ほ
市
を
領
域
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
由
利
郡
は
久
保
田
藩
と
は
無
関
係
の
地
域
で
あ
っ
た
。
ま
た
陸
中
国
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表
1
　
秋
田
県
の
郡
及
び
市
町
村
と
広
域
行
政
圏
の
変
遷

M
2（

1869）
年

M
12（

1879）
年

M
22.3.31.

M
22.4.1.

S36.6.29.
広

域
行

政
1

郡
の

人
口

と
面

積
（

H
27.4.） 

（
註

1）
H
18.3.27.

上
段
：
人
口
（
%
）

下
段

：
面

積
（

%
）

観
光

客
数

他
 

（
註

2）
広

域
行

政
2

地
域

自
治

組
織

旧
国

・
郡

・
藩

郡
区

町
村

編
成

法
明

治
の

大
合

併
前

明
治

の
大

合
併

昭
和

の
大

合
併

後
広

域
市

町
村

圏
平

成
の

大
合

併
後

定
住

自
立

圏
他

陸
中

国
・

鹿
角

郡
南

部
領

・
南

部
藩

江
刺

県
秋

田
県

鹿
角

郡

（
市

）

1

鹿
角

市
（

S47）
鹿

角
広

域
行

政
組

合
（

一
部

事
務

組
合

）
鹿

角
市

と
小

坂
町

（
旧

鹿
角

郡
全

域
）

37,503（
3.5%

）
909.22（

7.7%
）

1

鹿
角

市
31,933（

3%
）

707.52（
6%

）
①

1,631,133
②

10、
③

7
（

町
）

2
（

花
輪

町
）

（
鹿

角
市

）
（

尾
去

沢
町

）
（

鹿
角

市
）

（
十

和
田

町
）

（
鹿

角
市

）

1
小

坂
町

1
小

坂
町

5,510（
0.5%

）
201.7（

1.7%
）

①
873,373

②
7、

③
1

上
十

三
・

十
和

田
湖

定
住

自
立

圏
 

（
註

3）
（

村
）

23
8

（
八

幡
平

村
）

（
鹿

角
市

）

羽
後

国
・

山
本

郡
久

保
田

領
久

保
田

藩
→

秋
田

藩
秋

田
県

山
本

郡

（
市

）
1

能
代

市
（

S15）

能
代

山
本

広
域

市
町

村
圏

組
合

（
一

部
事

務
組

合
）

能
代

市
と

山
本

郡
（

旧
山

本
郡

全
域

）

83,079（
7.7%

）
1191.01（

10.2%
）

1
能

代
市

55,058（
5%

）
426.95（

3.7%
）

①
1,667,174

②
14、

③
15

能
代

市
山

本
郡

養
護

老
人

ホ
ー

ム
組

合
（

能
代

市
、

八
峰

町
、

三
種

町
、

藤
里

町
）

北
秋

田
市

周
辺

衛
生

施
設

組
合

（
北

秋
田

市
、

能
代

市
・

旧
二

ツ
井

町
、

藤
里

町
、

上
小

阿
仁

村
）

地
域

自
治

区
（

合
併

特
例

法
）

（
町

）
2

2
2

二
ツ

井
町

（
能

代
市

）
八

森
町

3

八
峰

町
7,378（

0.7%
）

234.14（
2%

）
①

319,143
②

10、
③

2
1

峰
浜

村
（

八
峰

町
）

2
琴

丘
町

三
種

町
17,194（

1.7%
）

247.98（
2.1%

）
①

173,682
②

3、
③

2
（

村
）

66
24

山
本

町
（

S37）
（

三
種

町
）

2
八

竜
村

（
三

種
町

）

藤
里

村
藤

里
町

3,449（
0.3%

）
282.13（

2.4%
）

①
71,635

②
3、

③
0

羽
後

国
・

秋
田

郡
久

保
田

領
久

保
田

藩
→

秋
田

藩
秋

田
県

北
秋

田
郡

（
市

）
1

大
館

市
（

S26）
大

館
周

辺
広

域
市

町
村

圏
協

議
会

大
館

市
比

内
町

・
田

代
町

110,312（
10.7%

）
2,322.7（

19.9%
）

1

大
館

市
74,337（

7.2%
）

913.22（
7.8%

）
①

663,721
②

4、
③

10
大

館
市

定
住

自
立

圏
（

町
）

3
2

（
花

矢
町

）
（

大
館

市
）

6

比
内

町
（

大
館

市
）

田
代

町
（

大
館

市
）

鷹
巣

町

鷹
巣

阿
仁

広
域

市
町

村
圏

組
合

4
町

1
村

1

北
秋

田
市

33,592（
3.3%

）
1,152.76（

9.9%
）

①
1,109,136

②
20、

③
8

北
秋

田
市

上
小

阿
仁

村
生

活
環

境
設

備
組

合
北

秋
田

市
上

小
阿

仁
村

病
院

組
合

合
川

町
（

北
秋

田
市

）
森

吉
町

（
北

秋
田

市
）

阿
仁

町
（

北
秋

田
市

）

（
村

）
121

29
1

上
小

阿
仁

村
1

上
小

阿
仁

村
2,383（

0.2%
）

256.72（
2.2%

）
①

283,996
②

1、
③

0

南
秋

田
郡

（
市

）
秋

田
市

（
M

22）
1

秋
田

市

秋
田

周
辺

広
域

市
町

村
圏

協
議

会
（

協
議

会
）

秋
田

市
と

男
鹿

市
南

秋
田

郡
全

域
河

辺
郡

全
域

402,650（
39.2%

）
1695.08（

14.5%
）

1
秋

田
市

316,297（
30.8%

）
906.09（

7.8%
）

①
5,689,417

②
36、

③
12

湖
東

地
区

行
政

一
部

事
務

組
合

（
潟

上
市

・
旧

昭
和

町
・

旧
飯

田
川

町
、

井
川

町
、

八
郎

潟
町

）
男

鹿
地

区
消

防
一

部
事

務
組

合
（

男
鹿

市
、

潟
上

市
・

旧
天

王
町

、
大

潟
村

）
男

鹿
地

区
衛

生
処

理
一

部
事

務
組

合
（

男
鹿

市
、

潟
上

市
・

旧
天

王
町

）

八
郎

潟
町

・
井

川
町

衛
生

処
理

施
設

組
合

（
八

郎
潟

町
、

井
川

町
）

八
郎

湖
周

辺
清

掃
事

務
組

合
（

男
鹿

市
、

五
城

目
町

、
八

郎
潟

町
、

井
川

町
、

大
潟

村
）

井
川

町
・

潟
上

市
共

有
財

産
管

理
組

合
（

潟
上

市
、

井
川

町
）

2
八

郎
潟

町
2

八
郎

潟
町

6,096（
0.6%

）
17（

0.1%
）

①
10,000

②
0、

③
1

（
町

）
2

1
五

城
目

町
五

城
目

町
9,544（

0.9%
）

214.92（
1.8%

）
①

184,000
②

2,③
1

1
男

鹿
市

（
S29）

2

男
鹿

市
29,373（

2.9%
）

241.09（
2.1%

）
①

2,776,268
②

18、
③

7
1

若
美

町
（

男
鹿

市
）

1
琴

浜
村

（
男

鹿
市

）

3
天

王
町

潟
上

市
（

H
17）

33,196（
3.2%

）
97.73（

0.8%
）

①
9,200

②
1、

③
2

飯
田

川
町

（
潟

上
市

）
（

村
）

157
35

昭
和

町
（

潟
上

市
）

2
井

川
村

1
井

川
町

5,051（
0.5%

）
47.95（

0.4%
）

①
113,601

②
4,③

1

大
潟

村
（

S39）
1

大
潟

村
3,093（

0.3%
）

170.1（
1.5%

）
1

①
184,301

②
1、

③
2

羽
後

国
・

河
辺

郡
（

秋
田

郡
と

同
）

河
辺

郡
H5.1.11.消

滅
（

町
）

1
川

辺
町

（
秋

田
市

）
（

村
）

59
14

1
雄

和
村

→
雄

和
町

（
秋

田
市

）

八



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
九
）

羽
後

国
・

由
利

郡
亀

田
領

・
亀

田
藩

亀
田

県
本

荘
領

・
本

荘
藩

本
荘

県
→

秋
田

県
矢

島
領

・
矢

島
藩

矢
島

県
→

秋
田

県
仁

賀
保

領
・

酒
田

藩
酒

田
県

→
秋

田
県

由
利

郡
H5.10.1.消

滅

（
市

）
1

本
荘

市
（

S29）

本
荘

由
利

広
域

市
町

村
圏

組
合

（
一

部
事

務
組

合
）

本
荘

市
由

利
郡

全
域

105,624（
10.3%

）
1,450.58（

12.5%
）

1

由
利

本
荘

市

80,045（
7.8%

）
1,209.45（

10.4%
）

①
1,993,282

②
28、

③
10

由
利

本
荘

市
定

住
自

立
圏

地
域

自
治

区
（

廃
止

）
↓

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

（
町

）
33

3
3

岩
城

町
（

由
利

本
荘

市
）

矢
島

町
（

由
利

本
荘

市
）

由
利

町
（

由
利

本
荘

市
）

4

大
内

村
→

大
内

町
（

由
利

本
荘

市
）

東
由

利
村

→
同

町
（

由
利

本
荘

市
）

西
目

村
→

西
目

町
（

由
利

本
荘

市
）

（
村

）
190

28
鳥

海
村

→
鳥

海
町

（
由

利
本

荘
市

）

3
象

潟
町

1
に

か
ほ

市
25,579（

2.5%
）

241.13（
2.1%

）
①

1,576,229
②

16、
③

5
金

浦
町

（
に

か
ほ

市
）

仁
賀

保
町

（
に

か
ほ

市
）

羽
後

国
・

仙
北

郡
久

保
田

領
久

保
田

藩
→

秋
田

藩
秋

田
県

仙
北

郡

（
市

）
1

大
曲

市
（

S29）

大
曲

仙
北

広
域

市
町

村
組

合
（

一
部

事
務

組
合

）
大

曲
市

仙
北

郡
全

域

130,733（
12.8%

）
2,128.67（

18.2%
）

1

大
仙

市

83,180（
8.1%

）
866.77（

7.4%
）

①
1,961,152

②
17、

③
13

大
仙

美
郷

環
境

事
業

組
合（
大

仙
市

、
美

郷
町

）
大

仙
美

郷
介

護
福

祉
組

合（
大

仙
市

、
美

郷
町

）

地
域

自
治

区
（

地
方

自
治

法
）

（
町

）
1

1

4

神
岡

町
（

大
仙

市
）

西
仙

北
町

（
大

仙
市

）
中

仙
町

（
大

仙
市

）
協

和
村

→
協

和
町

（
大

仙
市

）
1

南
外

村
（

大
仙

市
）

4

仙
北

村
→

仙
北

町
（

大
仙

市
）

（
村

）
145

37
太

田
村

→
太

田
町

（
大

仙
市

）
角

館
町

1
仙

北
市

27,402（
2.7%

）
1,093.56（

9.4%
）

①
4,740,727

②
25、

③
10

地
域

審
議

会
田

沢
湖

町
（

仙
北

市
）

1
西

木
村

（
仙

北
市

）

2
六

郷
町

1
美

郷
町

20,151（
2.0%

）
168.34（

1.4%
）

①
584,961

②
6、

③
0

千
畑

村
→

千
畑

町
（

美
郷

町
）

1
仙

南
村

（
美

郷
町

）

羽
後

国
・

平
鹿

郡
久

保
田

領
久

保
田

藩
→

秋
田

藩
秋

田
県

平
鹿

郡
H5.10.1.消

滅

（
市

）
1

横
手

市
（

S26）

横
手

平
鹿

広
域

市
町

村
圏

組
合

横
手

市
平

鹿
郡

全
域

92041（
9.0%

）
692.8（

5.4%
）

1

横
手

市

92,041（
9.0%

）
692.8（

5.4%
）

①
3,698,307

②
28、

③
18

横
手

市
定

住
自

立
圏

地
域

自
治

区
（

廃
止

）
↓

地
域

づ
く

り
協

議
会

（
町

）
1

1

5

増
田

町
（

横
手

市
）

平
鹿

町
（

横
手

市
）

雄
物

川
町

（
横

手
市

）
大

森
町

（
横

手
市

）
十

文
字

町
（

横
手

市
）

（
村

）
90

23
2

山
内

村
（

横
手

市
）

大
雄

村
（

横
手

市
）

羽
後

国
・

雄
勝

郡
久

保
田

領
久

保
田

藩
→

秋
田

藩
秋

田
県

東
部

：
岩

崎
藩

岩
崎

県
→

秋
田

県

雄
勝

郡

（
市

）
1

湯
沢

市
（

S29）

湯
沢

雄
勝

広
域

市
町

村
組

合
（

一
部

事
務

組
合

）
湯

沢
市

雄
勝

郡
全

域

65,280（
6.4%

）
1,225.38（

10.6%
）

1

湯
沢

市
47,142（

4.6%
）

790.91（
6.8%

）
①

1,203,743
②

7、
③

6
湯

沢
雄

勝
地

域
定

住
自

立
圏

（
町

）
2

2
2

雄
勝

町
（

湯
沢

市
）

稲
庭

川
連

町
（

稲
川

町
）

（
湯

沢
市

）
1

皆
瀬

村
（

湯
沢

市
）

（
村

）
89

23
1

羽
後

町
1

羽
後

町
15,471（

1.5%
）

230.78（
2%

）
①

136,000
②

0、
③

2

1
東

成
瀬

村
1

東
成

瀬
村

2,667（
0.3%

）
203.69（

1.8%
）

①
123,338

②
4、

③
0

羽
後

国
・

飽
海

郡
酒

田
県

→
秋

田
県

飽
海

郡
 
（

註
2）

秋
田

県
→

山
形

県
（

2
町

155
村

）
秋

田
町

（
2
町

27
村

）
酒

田
町

（
1
市

3
町

1
村

）
酒

田
市

・
飽

海
郡

1
酒

田
市

1
遊

佐
町

2
国

9
郡

が
存

在
10

の
郡

現
在

7
郡

存
在

（
3
郡

消
滅

）

市
1

8
9
の

広
域

市
町

村
圏

が
存

在
し

た
現

在
は

1
協

議
会

と
5
組

合
が

残
存

13（
平

均
7.1

万
人

）
人

口
　

1,027,091
平

均
　

41,084
面

積
　

11,637
平

均
　

465.48

5
の

定
住

自
立

圏
が

存
在

町
309

14
41

9（
平

均
9982

人
）

村
936

222
24

3（
平

均
2714

人
）

総
数

1,245
237

73
25（

平
均

4.1
万

人
）

こ
の

表
は

秋
田

県
公

式
W

eb
サ

イ
ト

「
美

の
国

秋
田

ネ
ッ

ト
」「

あ
ん

べ
い

い
な

秋
田

」
の

資
料

を
整

理
し

て
作

成
し

た
（

http://www.pref.akita.lg.jp/）。
註

1：
郡

の
人

口
と

面
積

は
こ

の
表

の
平

成
の

大
合

併
後

の
各

市
町

村
の

人
口

と
面

積
（

上
段

：
人

口
、

下
段

：
面

積
）

を
集

計
し

た
も

の
で

あ
る

。
出

典
は

秋
田

県
建

設
部

『
平

成
27

年
度

　
業

務
概

要
』

秋
田

県
で

あ
る

。
註

2：
①

は
観

光
客

数
（

人
）、

②
は

観
光

地
点

数
（

個
）、

③
行

祭
事

・
イ

ベ
ン

ト
数

（
個

）。
　

な
お

数
字

は
平

成
26

年
度

秋
田

県
観

光
統

計
を

も
ち

い
た

。
註

3：
中

心
市

は
三

沢
市

と
十

和
田

市
で

あ
り

、
近

隣
市

町
村

は
小

坂
町

を
除

く
と

、
青

森
県

の
野

辺
地

町
、

七
戸

町
、

六
戸

町
、

横
浜

町
、

東
北

町
、

六
ケ

所
村

、
お

い
ら

せ
町

で
あ

り
秋

田
県

で
は

小
坂

町
だ

け
が

参
加

し
て

い
る

。

九



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
一
〇
）

の
鹿
角
郡
も
久
保
田
藩
と
は
無
関
係
な
地
域
で
あ
っ
た
。
出
羽
富
士
と
呼
ば
れ
る
鳥
海
山
を
領
域
の
一
部
に
抱
え
る
飽
海
郡
は
、
出
羽
国

鶴
岡
藩
と
出
羽
国
松
山
藩
（
後
の
松
嶺
藩
）
の
領
域
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
も
久
保
田
藩
と
は
無
関
係
の
地
域
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
明
治
政
府
は
、
出
羽
国
を
現
在
の
山
形
県
か
ら
飽
海
郡
（
酒
田
市
の
最
上
川
以
北
か
ら
遊
佐
町
に
い
た
る

地
域
）
を
除
い
た
地
域
で
構
成
さ
れ
る
羽
前
国
と
、
現
在
の
秋
田
県
に
飽
海
郡
を
加
え
鹿
角
地
域
を
除
い
た
区
域
で
構
成
さ
れ
る
羽
後
国

に
区
分
し
た
。
そ
の
結
果
、
鳥
海
山
は
秋
田
県
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
羽
後
国
の
飽
海
郡
は
そ
の
後
山
形
県
の
区
域
に
改
編
さ
れ
、

鳥
海
山
を
含
む
区
域
が
山
形
県
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
両
県
の
鳥
海
山
を
挟
ん
だ
地
域
の
住
民
が
、
鳥
海
山
を
自

分
た
ち
の
地
域
（
県
）
の
シ
ン
ボ
ル
と
主
張
す
る
遠
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
二
月
に
久
保
田
藩
は
、
こ
の
地
方
が
古
来
「
秋
田
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
藩
名
を
秋
田

藩
に
変
更
す
る
旨
の
願
書
を
政
府
に
提
出
し
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
八
月
の
廃
藩
置
県
に
と
も
な
っ
て
、
現
在
の
秋
田
県
の
地
域
に
は

秋
田
県
・
本
荘
県
・
岩
崎
県
・
亀
田
県
・
矢
島
県
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
現
在
の
山
形
県
の
一
部
で
あ
る
酒
田
県
に
は
、

由
利
郡
の
旧
旗
本
領
（
仁
賀
保
地
域
）
が
含
ま
れ
た
。
仁
賀
保
地
域
は
一
時
酒
田
県
（
山
形
県
）
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
一
二
月
の
第
一
次
府
県
統
合
に
お
い
て
、
秋
田
県
・
本
荘
県
・
岩
崎
県
・
亀
田
県
・
矢
島
県
に
江
刺
県
の
鹿
角
郡
と
、
酒
田
県
の
一
部

で
あ
っ
た
由
利
郡
の
旧
旗
本
領
（
仁
賀
保
地
域
）
を
あ
わ
せ
た
領
域
で
秋
田
県
が
設
置
さ
れ
、
飽
海
郡
は
秋
田
県
か
ら
酒
田
県
に
移
さ
れ
る

こ
と
で
酒
田
県
の
領
域
が
確
定
さ
れ
た
。
仁
賀
保
地
域
と
飽
海
郡
の
配
置
変
更
に
よ
っ
て
秋
田
県
と
酒
田
県
の
領
域
が
確
定
し
た
の
で
あ

り
、
酒
田
県
が
山
形
県
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
秋
田
県
と
山
形
県
の
県
境
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
10
）

。

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
っ
て
、
秋
田
県
に
は
鹿
角
郡
、
山
本
郡
、
北
秋
田
郡
、
南
秋
田
郡
、
河
辺
郡
、

由
利
郡
、
仙
北
郡
、
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
の
九
郡
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
保
田
藩
の
領
域
に
お
か
れ
て
い
た
山
本
郡
、
秋
田
郡
、

一
〇



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
一
一
）

河
辺
郡
、
仙
北
郡
、
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
の
六
郡
が
、
秋
田
藩
が
北
秋
田
郡
と
南
秋
田
郡
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
で
七
郡
と
な
り
、
そ
れ
に
江

刺
郡
か
ら
編
入
さ
れ
た
鹿
角
郡
と
、
本
荘
県
・
岩
崎
県
・
亀
田
県
・
矢
島
県
と
旗
本
領
で
形
成
さ
れ
て
い
た
由
利
郡
を
加
え
る
こ
と
で
九

郡
と
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
の
大
合
併
の
前
後
の
（
市
）
町
村
の
変
動
を
見
る
と
、
鹿
角
郡
で
は
二
三
村
が
二
町
・
八
村
に
、
山
本
郡
で

は
二
町
・
六
六
村
が
二
町
・
四
四
村
に
、
北
秋
田
郡
で
は
三
町
・
一
二
一
村
が
二
町
・
二
九
村
に
、
南
秋
田
郡
で
は
二
町
・
一
五
七
村
が

一
市
（
秋
田
市
）・
一
町
・
三
五
村
に
、
河
辺
郡
で
は
五
九
村
が
一
四
村
に
、
由
利
郡
で
は
三
三
町
・
一
九
〇
村
が
三
町
・
八
村
に
、
仙
北

郡
で
は
一
町
・
一
四
五
村
が
一
町
・
三
七
村
に
、
平
鹿
郡
で
は
一
町
・
九
〇
村
が
一
町
・
二
三
村
に
、
雄
勝
郡
で
は
二
町
・
八
九
村
が
二

町
・
二
三
村
に
な
る
ま
で
合
併
が
進
ん
だ
。
郡
区
町
村
編
成
法
施
行
時
期
の
三
〇
九
町
・
九
三
六
村
の
合
計
一
二
四
五
町
村
が
、
明
治
の

大
合
併
直
前
に
は
四
四
町
・
九
四
〇
村
の
合
計
九
八
四
町
村
ま
で
減
少
し
て
は
い
た
が
、
明
治
の
大
合
併
に
よ
っ
て
さ
ら
に
一
市
・
一
四

町
・
二
二
二
村
の
二
三
七
市
町
村
に
ま
で
合
併
が
進
展
し
た
の
で
あ
る

（
11
）

。

一
九
二
五
（
大
正
一
五
）
年
の
秋
田
県
の
市
町
村
数
は
一
市
・
四
五
町
・
一
九
二
村
の
合
計
二
三
八
市
町
村
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
年
に
能
代
市
が
誕
生
し
秋
田
市
と
能
代
市
の
二
市
と
な
っ
た
。
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
た
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の

秋
田
県
の
市
町
村
数
は
、
二
市
・
五
〇
町
・
一
七
二
村
の
合
計
二
二
四
市
町
村
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
二
市
・

五
〇
町
・
一
七
三
村
の
合
計
二
二
五
市
町
村
と
な
っ
た
後
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
一
日
に
は
横
手
市
と
大
館
市
が
誕
生
し
た

こ
と
か
ら
、
秋
田
県
の
市
町
村
数
は
四
市
・
五
〇
町
・
一
七
〇
村
の
二
二
四
市
町
村
と
な
っ
た
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
町
村
合

併
促
進
法
施
行
時
の
秋
田
県
の
町
村
数
は
、
四
市
・
五
一
町
・
一
六
九
村
の
合
計
二
二
四
市
町
村
で
あ
り
、
昭
和
の
大
合
併
前
ま
で
の
戦

後
の
秋
田
県
の
市
町
村
の
総
数
は
、
市
や
町
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
変
動
が
若
干
見
ら
れ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
二
二
四
市
町
村
体
制
の
ま
ま

で
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
12
）

。

一
一
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三　

秋
田
県
の
昭
和
の
大
合
併
と
自
治
制
度

四
市
・
五
一
町
・
一
六
九
村
の
合
計
二
二
四
市
町
村
で
昭
和
の
大
合
併
を
迎
え
た
秋
田
県
で
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
三
月

三
一
日
に
男
鹿
市
と
湯
沢
市
と
本
荘
市
が
誕
生
し
、
五
月
三
日
に
は
大
曲
市
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
八
市
・
四
二
町
・
五
〇
村
の
合

計
一
〇
〇
市
町
村
と
な
り
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
六
月
の
昭
和
の
大
合
併
の
終
了
時
点
で
は
、
八
市
・
四
〇
町
・
二
四
村
の
合
計

七
二
市
町
村
と
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
は
山
本
村
と
藤
里
村
が
そ
れ
ぞ
れ
町
に
な
る
と
と
も
に
、
大
潟
村
が
誕

生
し
た
こ
と
か
ら
、
八
市
・
四
二
町
・
二
三
村
の
合
計
七
三
市
町
村
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
は
若
美
村
と

雄
和
村
が
そ
れ
ぞ
れ
町
と
な
る
と
と
も
に
、
四
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
鹿
角
市
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、
九
市
・
四
四
町
・
一
六
村
の
合

計
六
九
市
町
村
に
な
り
合
併
が
進
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
13
）

。

こ
う
し
た
昭
和
の
大
合
併
の
中
で
、
鹿
角
郡
は
鹿
角
市
と
小
坂
町
の
一
市
・
一
町
（
二
市
町
）
と
な
っ
た
。
山
本
郡
は
一
九
四
〇
（
昭

和
一
五
）
年
に
市
に
昇
格
し
た
能
代
市
と
四
町
・
五
村
の
一
〇
市
町
村
と
な
っ
た
。
北
秋
田
郡
は
大
館
市
と
六
町
・
一
村
の
八
市
町
村
と

な
っ
た
。
南
秋
田
郡
は
秋
田
市
と
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
市
と
な
っ
た
男
鹿
市
の
二
市
と
六
町
・
二
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
誕
生
し
た
大
潟
村
が
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
市
・
六
町
・
三
村
の
一
一
市
町
村
と
な
っ
た
。
河
辺
郡
は

河
辺
町
と
雄
和
村
（
後
の
雄
和
町
）
の
一
町
・
一
村
（
後
の
二
町
）
と
な
っ
た
。
由
利
郡
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
市
と
な
っ
た
本
荘

市
と
一
〇
町
の
一
一
市
町
と
な
り
村
は
消
え
た
。
仙
北
郡
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
市
と
な
っ
た
大
曲
市
と
一
〇
町
・
三
村
の

一
四
市
町
村
と
な
っ
た
。
平
鹿
郡
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
に
市
と
な
っ
た
横
手
市
と
五
町
・
二
村
の
八
市
町
村
と
な
っ
た
。
雄
勝

郡
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
市
と
な
っ
た
湯
沢
市
と
三
町
・
二
村
の
六
市
町
村
と
な
っ
た

（
14
）

。

一
二



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
一
三
）

国
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
高
速
道
路
、
高
速
鉄
道
、
本
四
架
橋
、
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
海
底
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
整
備
あ

る
い
は
建
設
と
い
う
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
を
通
じ
た
、
豊
か
な
環
境
の
創
造
を
目
的
と
し
た
新
（
第
二
次
）
全
国
総
合
開
発
計
画
（
新

全
総
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
新
全
総
は
合
併
で
は
な
く
、
広
域
市
町
村
圏
と
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
広
域
行
政
圏
」
や
単
数
も
し
く
は
複
数
の
広
域
市
町
村
圏
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
方
生
活
圏
と
い
っ
た
、
広
域
的
な
行
政
圏

域
に
よ
る
事
務
の
共
同
処
理
方
式
を
採
用
し
、
複
雑
化
し
た
一
部
事
務
組
合
を
整
理
す
る
形
で
複
合
一
部
事
務
組
合
の
設
立
を
容
認
し
た
。

広
域
市
町
村
圏
は
、
三
大
都
市
圏
と
「
い
わ
き
市
」
を
除
い
た
地
域
に
設
定
さ
れ
た
。
広
域
市
町
村
圏
は
、
昭
和
の
大
合
併
後
の
新
た
な

広
域
行
政
の
推
進
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
の
結
果
の
中
に
も
そ
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

（
15
）

。

広
域
市
町
村
圏
の
設
定
単
位
の
標
準
は
（
旧
）
郡
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
秋
田
県
に
設
置
さ
れ
た
広
域
市
町
村
圏
を
見
る
と
理
解
で
き

る
。
鹿
角
郡
に
は
現
在
は
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
鹿
角
広
域
行
政
組
合
」
が
、
山
本
郡
に
は
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
能
代
山
本
広
域

市
町
村
圏
組
合
」
が
、
北
秋
田
郡
に
は
、
大
館
市
と
比
内
町
と
田
代
町
で
構
成
さ
れ
る
「
大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
」
と
、
鷹
巣

町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
、
上
小
阿
仁
村
の
四
町
・
一
村
で
構
成
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組

合
」
が
、
南
秋
田
郡
と
河
辺
郡
に
は
二
つ
の
郡
に
あ
る
秋
田
市
と
男
鹿
市
の
二
市
と
周
辺
の
七
町
・
四
村
で
構
成
す
る
、
一
部
事
務
組
合

で
あ
る
「
秋
田
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
」
が
、
由
利
郡
に
は
本
荘
市
と
周
辺
一
〇
町
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
本
荘
由

利
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
が
、
仙
北
郡
に
は
大
曲
市
と
そ
の
周
辺
一
〇
町
・
三
村
で
構
成
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
大
曲
仙
北
広

域
市
町
村
圏
組
合
」
が
、
平
鹿
郡
に
は
横
手
市
と
五
町
・
二
村
で
構
成
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組

合
」
が
設
置
さ
れ
た
。
雄
勝
郡
に
は
湯
沢
市
と
三
町
・
二
村
で
構
成
さ
れ
る
、
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
組
合
」

が
設
置
さ
れ
た
。
南
秋
田
郡
と
協
議
会
を
共
同
設
置
し
た
河
辺
郡
を
除
く
八
つ
の
郡
に
、
九
つ
の
広
域
市
町
村
圏
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

一
三
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一
四
）

ほ
ぼ
（
旧
）
郡
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

広
域
市
町
村
圏
は
現
在
で
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
広
域
行
政
推
進
の
た
め
の
行
政
機
関
の
一
つ
と
し
て
一
つ
の
協
議
会
（「
秋
田
周
辺

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
」）
と
五
つ
の
一
部
事
務
組
合
が
継
続
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
旧
河
辺
郡
の
消
滅
前
の
人
口
は
一
万
八
一
七
五
人

で
、
面
積
は
四
五
五
・
六
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
秋
田
県
の
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
人
口
と
、
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積

し
か
な
く
、
秋
田
市
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
域
市
町
村
圏
は
南
秋
田
郡
と
一
体
化
し
た
形
で
、

「
秋
田
周
辺
広
域
市
町
村
圏
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
「
鹿
角
広
域
市
町
村
圏
」
と
「
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
」
と
「
湯
沢
雄
勝
広
域

市
町
村
圏
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
広
域
行
政
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合

で
あ
る
、「
鹿
角
広
域
行
政
組
合
」
と
「
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
と
「
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
は
現
存
し
て
い
る
。

ま
た
、「
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
と
「
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
も
現
存
し
て
い
る
。

北
秋
田
郡
に
、「
大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
」
を
管
轄
す
る
「
大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
」
と
、「
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
」

を
管
轄
す
る
「
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
前
者
が
県
の
総
人
口
の
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
七
万
四
三
三
七

人
が
居
住
し
、
県
の
総
面
積
の
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
九
一
三
・
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
し
て
お
り
、
後
者
は
県
の
総
人
口
の

三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
万
三
五
九
二
人
し
か
居
住
し
て
い
な
い
が
、
県
の
総
面
積
の
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
一
五
二
・
七
六
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
有
し
て
お
り
、
他
の
広
域
市
町
村
圏
と
大
差
な
い
人
口
や
面
積
を
有
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

（
16
）

。
し
か
し
、
こ
の
二
つ

の
組
織
と
「
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
結
果
を
生
み
出
し
た
背
景
に
あ
る
も
の
の
一
つ
が
平
成

の
大
合
併
で
あ
る
。

一
四



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
一
五
）

四　

秋
田
県
の
平
成
の
大
合
併
と
自
治
制
度

平
成
の
大
合
併
は
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
か
ら
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
日
本
で
は
三
度
目
と
な
る

大
合
併
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
小
学
校
の
義
務
教
育
の
実
施
に
と
も
な
う
明
治
の
大
合
併
や
、
中

学
校
の
義
務
教
育
の
実
施
に
と
も
な
う
昭
和
の
大
合
併
と
い
っ
た
、
全
国
画
一
型
の
大
合
併
で
は
な
く
、
合
併
の
実
施
は
各
市
町
村
の
主

体
的
判
断
に
任
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
三
月
三
一
日
現
在
の
六
七
〇
市
・
一
九
九
四
町
・
五
六
八

村
の
合
計
三
二
三
二
市
町
村
は
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
三
月
三
一
日
に
七
八
六
市
・
七
五
七
町
・
一
八
四
村
の
合
計
一
七
二
七
市

町
村
と
な
っ
た
。
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
合
併
に
参
加
し
た
市
町
村
は
二
〇
九
三
市
町
村
で
五
八
八
市
町
村
に
統
合
さ
れ
た

反
面
、
一
一
三
九
市
町
村
は
現
状
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
市
町
村
の
人
口
は
二
万
六
千
人
か
ら
九
万
二
千
人
に
、
面
積
は
一
〇
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
三
六
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
人
口
五
万
五
千
人
で
平
均
面
積
一
四
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
未
合
併
市
町
と
は
大
き
な
相
違
が
生
ま
れ
て
い
る

（
17
）

。

平
成
の
大
合
併
と
（
旧
）
郡
の
関
係
を
見
る
と
、
変
化
が
な
か
っ
た
地
域
と
、
大
き
く
変
化
し
た
地
域
と
、
あ
ま
り
変
化
し
な
か
っ
た

地
域
に
大
別
で
き
る
。
鹿
角
郡
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
鹿
角
市
と
小
坂
町
の
一
市
・
一
町
の
体
制
を
継
続
し
て
お
り
、
変
化
の

な
か
っ
た
地
域
と
い
え
る
。
他
方
、
河
辺
郡
は
河
辺
町
と
雄
和
町
が
秋
田
市
に
吸
収
さ
れ
て
消
滅
し
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
激
変
し
た
地
域

と
い
え
る
が
、
河
辺
郡
の
規
模
や
雄
和
町
に
秋
田
空
港
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
合
併
は
当
然
の
な
が
れ
で
あ
っ
て
順
当
な
動
き
と
す

る
見
方
も
あ
る
。
河
辺
郡
と
の
合
併
を
除
く
と
、
南
秋
田
郡
は
あ
ま
り
変
化
の
な
か
っ
た
地
域
と
も
い
え
る
。
秋
田
市
は
河
辺
郡
を
併
合

し
て
市
域
を
拡
大
し
、
男
鹿
市
は
若
美
町
と
琴
浜
村
を
合
併
し
て
市
域
を
拡
大
し
、
天
王
町
と
飯
田
川
町
と
昭
和
町
は
合
併
し
て
潟
上
市

一
五
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を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
動
き
と
も
い
え
る
が
、
八
郎
潟
町
、
五
城
目
町
、
井
川
村
、
大
潟
村
は
残
存
し
て
お
り
、
秋
田
県
内
で
は

最
も
合
併
が
進
展
し
な
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
八
郎
潟
周
辺
で
は
五
城
目
町
・
井
川
町
・
八
郎
潟
町
・
大
潟
村
が
つ
な

が
る
形
で
残
存
し
て
お
り
、
五
城
目
町
の
東
に
は
上
小
阿
仁
村
も
残
っ
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
地
域
は
平
成
の
大
合
併
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
地
域
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

山
本
郡
で
は
一
つ
の
市
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
合
併
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
市
の
名
称
を
め
ぐ
る
対
立
が
顕
在
化
し
、
藤
里
町
が
合

併
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
て
合
併
が
再
検
討
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
、
能
代
市
が
二
ツ
井
町
と
合
併
し
て
能
代
市
の
市
域

を
拡
大
し
、
八
森
町
と
峰
浜
村
は
合
併
し
て
八
峰
町
を
誕
生
さ
せ
、
琴
丘
町
と
山
本
町
と
八
竜
村
は
合
併
し
て
三
種
町
を
誕
生
さ
せ
、
藤

里
町
は
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
秋
田
郡
は
大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
と
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
に
区
分
さ
れ
た
影
響
を
受
け
て
、

大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
で
は
大
館
市
と
比
内
町
と
田
代
町
が
合
併
し
て
大
館
市
の
市
域
を
広
域
市
町
村
圏
の
領
域
に
拡
大
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、「
大
舘
周
辺
広
域
市
町
村
圏
」
と
そ
の
行
政
組
織
で
あ
っ
た
一
部
事
務
組
合
は
解
消
さ
れ
た
。
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
で
は
鷹

巣
町
と
合
川
町
と
森
吉
町
と
阿
仁
町
が
合
併
し
て
北
秋
田
市
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
上
小
阿
仁
村
は
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

「
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
」
そ
の
行
政
組
織
で
あ
っ
た
一
部
事
務
組
合
は
解
消
さ
れ
た
。

由
利
郡
で
は
、
本
荘
市
と
岩
城
町
・
矢
島
町
・
由
利
町
・
大
内
町
・
東
由
利
町
・
西
目
町
・
鳥
海
町
と
い
っ
た
、
か
つ
て
の
本
荘
藩
や

亀
田
藩
や
矢
島
藩
の
領
域
を
形
成
し
て
い
た
地
域
が
合
併
し
て
由
利
本
荘
市
と
な
っ
た
。
象
潟
町
と
金
浦
町
と
仁
賀
保
町
と
い
っ
た
旧
旗

本
領
の
領
域
は
合
併
し
て
に
か
ほ
市
と
な
っ
た
。
伝
統
を
背
景
に
二
つ
の
市
が
誕
生
し
た
と
も
い
え
る
。
仙
北
郡
で
は
大
曲
市
と
上
岡

町
・
西
仙
北
町
・
中
仙
町
・
協
和
町
・
南
外
村
・
仙
北
町
・
太
田
町
が
合
併
し
て
大
仙
市
が
誕
生
し
、
角
館
町
と
田
沢
湖
町
と
西
木
村
が

合
併
し
て
仙
北
市
が
誕
生
し
、
六
郷
町
と
千
畑
村
と
仙
南
村
が
合
併
し
て
美
郷
町
が
誕
生
し
た
。
一
市
・
一
〇
町
・
三
村
が
二
市
・
一
町

一
六
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ま
で
合
併
が
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
鹿
郡
で
は
横
手
市
が
、
増
田
町
・
平
鹿
町
・
雄
物
川
町
・
大
森
町
・
十
文
字
町
・
山
内
村
・

大
雄
村
と
合
併
し
て
市
域
を
広
域
市
町
村
圏
の
領
域
に
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、「
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
」
と
そ
の
行
政
組
織
で
あ
っ

た
一
部
事
務
組
合
を
解
消
し
た
。
雄
勝
郡
で
は
湯
沢
市
が
雄
勝
町
と
稲
川
町
と
皆
瀬
村
と
合
併
し
て
市
域
を
拡
大
し
た
。
羽
後
町
と
東
成

瀬
村
は
残
存
し
た

（
18
）

。

平
成
の
大
合
併
後
の
広
域
行
政
の
流
れ
を
見
る
と
、
定
住
自
立
圏
の
設
定
や
一
部
事
務
組
合
の
創
設
と
い
っ
た
広
域
行
政
推
進
の
流
れ

と
、
地
域
自
治
区
の
設
置
と
い
っ
た
身
近
な
行
政
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
設
）
の
推
進
に
向
け
た
動
き
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
秋
田
県
の
定
住

自
立
圏
に
は
、
鹿
角
郡
で
は
小
坂
町
が
隣
接
の
青
森
県
側
の
市
町
村
と
形
成
し
た
上
十
三
・
十
和
田
湖
定
住
自
立
圏
、
大
館
市
定
住
自
立

圏
、
由
利
本
荘
市
定
住
自
立
圏
、
横
手
市
定
住
自
立
圏
、
湯
沢
雄
勝
地
域
定
住
自
立
圏
が
あ
る
。
上
十
三
・
十
和
田
湖
定
住
自
立
圏
の
中

心
市
は
三
沢
市
と
十
和
田
市
で
あ
り
、
近
隣
市
町
村
は
小
坂
町
を
除
く
と
、
青
森
県
の
野
辺
地
町
、
七
戸
町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東
北

町
、
六
ケ
所
村
、
お
い
ら
せ
町
で
あ
る
。
十
和
田
湖
を
中
心
と
し
た
周
辺
市
町
村
の
広
域
行
政
圏
に
小
坂
町
が
単
独
で
参
加
し
た
形
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
例
外
的
な
も
の
と
い
え
る
。

旧
北
秋
田
郡
の
領
域
で
は
、（
旧
）
郡
内
を
二
分
し
て
で
き
た
大
館
周
辺
地
域
広
域
市
町
村
圏
域
の
大
館
市
と
周
辺
三
町
が
平
成
の
大

合
併
で
大
館
市
と
な
り
、
大
館
地
区
・
比
内
地
区
・
田
代
地
区
で
構
成
さ
れ
る
合
併
一
市
圏
型
の
定
住
自
立
圏
を
、
旧
平
鹿
郡
の
領
域
で

は
横
手
市
は
平
鹿
郡
に
存
在
し
た
五
町
・
二
村
と
構
成
し
て
い
た
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
が
平
成
の
大
合
併
で
横
手
市
と
な
り
、
旧
一

市
・
五
町
・
二
村
を
そ
れ
ぞ
れ
地
区
と
す
る
合
併
一
市
圏
域
型
の
定
住
自
立
圏
を
確
立
し
た
。
旧
由
利
郡
の
領
域
で
は
、
由
利
市
と
周
辺

一
〇
町
の
う
ち
、
亀
田
藩
と
本
荘
藩
と
矢
島
藩
を
形
成
し
て
い
た
七
町
で
合
併
し
て
で
き
た
由
利
本
荘
市
と
、
旧
仁
賀
保
領
を
構
成
し
て

い
た
象
潟
町
・
金
浦
町
・
仁
賀
保
町
が
合
併
し
て
で
き
た
に
か
ほ
市
に
分
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
由
利
本
荘
市
は
、
本
荘
地
域
を
都
市
機
能

一
七
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集
積
地
域
、
矢
島
地
域
、
岩
城
地
域
、
由
利
地
域
、
大
内
地
域
、
東
由
利
地
域
、
西
目
地
域
、
鳥
海
地
域
の
七
地
域
を
田
園
等
農
業
生
産

地
域
と
す
る
合
併
一
市
圏
域
型
の
定
住
自
立
圏
を
確
立
し
た
。
旧
雄
勝
郡
の
領
域
で
は
一
市
・
三
町
・
二
村
の
う
ち
二
町
・
一
村
が
合
併

で
湯
沢
市
と
な
り
、
羽
後
町
と
東
成
瀬
村
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
が
、
湯
沢
市
・
羽
後
町
・
東
成
瀬
村
の
一
市
・
一
町
・
一
村
を
圏
域
と
す

る
「
湯
沢
雄
勝
地
域
定
住
自
立
圏
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
表
1
の
よ
う
な
一
部
事
務
組
合
が
設
定
さ
れ
、
広
域
的

な
行
政
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
19
）

。

広
域
行
政
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進
も
行
わ
れ
て
い
る
。
能
代
市
で
は
、
合
併
し
た
相
手
先
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

保
障
す
る
形
で
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
合
併
前
の
二
ツ
井
町
地
域
に
地
域
自
治
区
「
二
ツ
井
町
」
を

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
一
〇
年
間
を
予
定
と
し
て
設
置
し
、
そ
れ
を
二
〇
二
〇
（
平
成
三
二
）
年
度
ま
で
五
年
間

延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
合
併
特
例
債
の
活
用
可
能
期
間
の
五
年
間
の
延
長
が
見
ら
れ
る

（
20
）

。
仙
北
市
で
は
、
同
じ
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
を
活
用
し
て
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
九
月
二
〇
日
の
合
併
の
際
に
「
角
館
地
域
審
議
会
」、

「
田
沢
湖
地
域
審
議
会
」、「
西
木
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
仙
北
市
の
面
積
が
一
〇
九
三
・
六
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
平
成
の
大
合
併
後
の
秋
田
県
で
は
第
三
位
（
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
広
さ
を
持
つ
市
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

（
21
）

。
大
仙
市
と

由
利
本
荘
市
と
横
手
市
で
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
を
設
定
し
た
。
大
仙
市
で
は
合
併
以
前
の
市
町
村
を
そ
れ
ぞ
れ
地
区
と

す
る
（
旧
市
町
村
全
域
で
の
地
域
自
治
区
の
設
置
）
地
域
自
治
区
を
設
定
し
、
そ
こ
に
地
域
協
議
会
を
置
き
、
市
政
に
対
す
る
地
域
の
声
の
反

映
を
重
視
し
た
政
策
を
導
入
し
て
い
る

（
22
）

。

な
お
秋
田
県
は
「
秋
田
県
国
土
計
画
」
の
中
で
、
県
土
を
「
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
次
の
三

区
分
と
す
る
」
と
し
て
、
県
北
地
域
と
県
央
地
域
と
県
南
地
域
に
区
分
し
て
い
る
。
県
北
地
域
に
は
広
域
圏
と
し
て
鹿
角
（
鹿
角
市
、
小

一
八
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坂
町
）、
北
秋
田
（
大
館
市
、
北
秋
田
市
、
上
小
阿
仁
村
）、
山
本
（
能
代
市
、
藤
里
町
、
三
種
町
、
八
峰
町
）
が
、
県
央
地
域
に
は
秋
田
（
秋
田
市
、

男
鹿
市
、
潟
上
市
、
五
城
目
町
、
八
郎
潟
町
、
井
川
町
、
大
潟
村
）、
由
利
（
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
）
が
、
県
南
地
域
に
は
仙
北
（
大
仙
市
、
仙

北
市
、
美
郷
町
）、
平
鹿
（
横
手
市
）、
雄
勝
（
湯
沢
市
、
羽
後
町
、
東
成
瀬
村
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
秋
田
県
は
広
域
的
に
は

三
地
域
に
、
広
域
行
政
地
域
と
し
て
は
（
旧
）
郡
と
広
域
市
町
村
圏
で
は
若
干
相
違
が
あ
る
も
の
九
地
域
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
広
域
的

な
政
策
に
は
こ
う
し
た
地
域
区
分
の
相
違
が
影
響
を
与
え
て
い
る
面
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
23
）

。

五　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
見
え
て
く
る
秋
田
県
の
将
来
像

秋
田
県
は
「
あ
き
た
未
来
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、「
東
京
圏
等
へ
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
」、「
東
京
圏
等
か
ら
秋
田
へ
の

人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
の
安

全
を
守
る
」
の
四
点
を
基
本
戦
略
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、「
⑴
産
業
振
興
に
よ
る
仕
事
づ
く
り
」
と
「
⑵
移
住
・
定
住
対
策
」
と

「
⑶
少
子
化
対
策
」
と
「
⑷
新
た
な
地
域
社
会
の
創
生
」
の
四
点
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
秋
田
県
が

ど
の
よ
う
な
も
の
を
「
高
質
な
田
舎
」
の
基
本
戦
略
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
七
月
三
〇
日
に
開
催

さ
れ
た
、「
秋
田
の
未
来
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
構
成
か
ら
も
よ
み
と
れ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
秋
田
県
知
事
を
除
く
と
、
山
梨
県
甲
州
市
在
住
の
中
央
葡
萄
酒
㈱
取
締
役
・
栽
培
醸
造
部
長
の
三
澤
彩
奈
氏
、
和
歌

山
県
那
智
勝
浦
町
色
川
地
区
在
住
の
色
川
地
域
振
興
推
進
委
員
会
会
長
原
和
男
氏
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
モ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役

の
光
畑
由
佳
の
三
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
選
か
ら
秋
田
県
で
は
、
い
か
に
し
て
地
場
産
業
を
開
発
し
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
く
の
か
、

一
九
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）

い
か
に
し
て
Ａ
タ
ー
ン
を
拡
充
し
て
い
く
の
か
、
子
供
を
連
れ
た
出
勤
と
職
場
生
活
を
通
し
た
女
性
の
社
会
進
出
の
拡
大
と
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
を
進
め
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
点
に
焦
点
を
お
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
澤
氏
は
ブ
ド
ウ
の
新
品
種
で
あ
る
「
甲

州
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
上
げ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
た
国
内
さ
ら
に
国
際
的
な
販
売
網
の
確
立
の
可
能
性
を
説
明
さ
れ
て

い
た
。
原
氏
は
自
ら
も
移
住
者
で
あ
り
、
新
規
移
住
希
望
者
の
甘
え
を
排
除
し
た
移
住
の
可
能
性
の
確
立
の
必
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
、

地
域
再
生
策
と
し
て
の
移
住
政
策
に
必
要
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
住
民
が
ま
ず
地
域
を
再
発
見
し
、
自
分
た
ち
ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
こ
が
れ
て
人
々
は
移
住
し
て
く
る
と
い
う
姿
を
、
自
ら
の
経
験
も
踏
ま
え
て
強
調
し
て
い
た
。
光
畑
氏
は

子
連
れ
出
勤
を
通
し
た
女
性
の
や
る
気
を
強
調
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
介
護
世
代
に
と
っ
て
親
連
れ
出
勤
が
必
要
と

な
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
保
育
園
や
介
護
施
設
と
い
っ
た
施
設
の
必
要
性
は
理
解
し
な
が
ら
、
逆
に
被
介
護
者
や
乳
幼
児
を
連
れ
た
社
会

で
の
活
動
の
可
能
性
の
拡
大
を
強
調
し
て
い
た
。

三
澤
氏
の
話
か
ら
は
、
秋
田
県
や
県
内
各
市
町
村
の
「
⑴
産
業
振
興
に
よ
る
仕
事
づ
く
り
」
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。

秋
田
県
は
日
本
で
三
番
目
の
コ
メ
の
生
産
地
で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
生
産
の
み
な
ら
ず
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
独
自
の
農
産
物
を
生
か

し
た
あ
ら
た
な
商
品
開
発
の
模
索
を
促
し
て
い
た
。
三
澤
氏
は
「
今
あ
る
も
の
を
大
切
に
」
と
訴
え
、
秋
田
で
食
べ
た
メ
ロ
ン
の
味
を
高

く
評
価
し
、
何
も
新
し
い
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
も
の
を
い
か
に
売
り
出
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ど
の

よ
う
に
加
工
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
い
っ
た
こ
と
も
強
調
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
地
域
の
見
直
し
あ
る
い
は
地
域
に
あ
る
も
の
の

再
評
価
を
通
じ
て
「
ま
ち
お
こ
し
」
を
は
か
ろ
う
と
し
た
、
平
松
守
彦
氏
の
「
一
村
一
品
運
動
」
の
精
神
に
つ
な
が
る
面
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る

（
24
）

。
ま
た
三
澤
氏
は
日
本
で
は
お
い
し
い
も
の
は
銀
座
な
ら
手
に
入
る
と
い
う
現
状
の
見
直
し
、
も
っ
と
地
方
（
生
産
地
）
で
お

い
し
い
も
の
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
言
葉
で
、
地
産
地
消
の
拡
充
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。

二
〇
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原
氏
の
話
の
中
心
は
、
ま
さ
に
秋
田
県
と
県
内
各
市
町
村
の
「
⑵
移
住
・
定
住
対
策
」
の
戦
略
の
構
築
を
促
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
原
氏
は
「
や
や
も
す
る
と
移
住
者
の
増
加
を
求
め
る
市
町
村
や
地
区
な
ど
で
は
手
厚
い
支
援
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
移
住
希
望
者
も
、
人
口
減
少
地
域
に
行
っ
て
や
る
と
い
っ
た
誤
っ
た
視
点
か
ら
、
手
厚
い
保
護
策
を
前
提
と
し
た
移
住
計
画
を
立
て

て
い
る
者
も
い
る
」
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
原
氏
は
「
あ
く
ま
で
も
生
活
は
自
分
の
力
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
移
住
者
は
そ
こ
で
自

分
の
生
活
を
切
り
開
い
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
甘
え
の
あ
る
移
住
者
は
結
局
は
先
住
者
や
地
域
と
な
じ
ま
な
か
っ
た
り
対
立
す
る
こ
と
で

撤
退
す
る
場
合
も
み
ら
れ
る
」
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
原
氏
は
「
地
域
の
説
明
会
や
体
験
生
活
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ

と
の
必
要
性
」
も
強
調
し
、「
先
住
者
が
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ
の
可
否
を
決
定
す
る
よ
う
な
機
能
」
も
必
要
な
こ
と
も
説
明
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
は
先
住
者
も
移
住
者
も
「
誇
り
の
再
生
」
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
住
者
の
子
供
た
ち
の

定
住
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
、
原
氏
は
自
分
の
経
験
も
踏
ま
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
。

光
畑
氏
の
報
告
か
ら
は
、
秋
田
県
と
県
内
各
市
町
村
の
「
⑶
少
子
化
対
策
」
へ
の
視
点
を
変
え
た
対
応
の
必
要
性
や
可
能
性
な
ど
を
模

索
し
て
い
く
必
要
性
が
見
え
て
く
る
。
電
車
通
勤
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
で
の
経
験
か
ら
、
彼
女
は
人
前
で
も
胸
を
見
せ
ず
に
授

乳
の
で
き
る
衣
服
を
考
案
し
販
売
し
て
い
た
。
子
供
が
母
乳
を
ほ
し
が
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ほ
し
が
る
と
き
に
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
の
社
会
進
出
の
可
能
性
が
拡
大
さ
れ
る
し
、
職
場
に
子
供
を
連

れ
て
行
っ
て
仕
事
の
合
間
に
子
育
て
も
で
き
れ
ば
、
女
性
の
育
児
を
理
由
と
し
た
退
職
や
希
望
し
な
い
条
件
で
の
転
職
等
の
発
生
を
防
止

可
能
な
こ
と
や
、
核
家
族
化
の
進
展
等
の
影
響
も
あ
り
、
女
性
が
子
育
て
の
た
め
に
家
庭
へ
の
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
社
会
と
触
れ

合
う
機
会
の
制
約
を
少
し
で
も
排
除
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

三
者
の
報
告
と
会
場
で
の
質
疑
応
答
を
見
る
と
、
秋
田
県
の
地
域
創
造
は
ま
た
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
具
体
化
さ
れ

二
一
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て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
と
秋
田
県
や
県
内
市
町
村
の
計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
け
ば
、
そ
の
進

展
し
て
い
く
先
に
、
ま
さ
に
「
⑷
新
た
な
地
域
社
会
の
創
生
」
の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
と
い
え
る
。
こ
の
ゴ
ー
ル
と
な
る
も
の
が
「
高

質
な
田
舎
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る

（
25
）

。

「
地
方
創
生
」
あ
る
い
は
「
地
域
創
造
」
を
実
際
に
行
う
第
一
段
階
の
単
位
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町

村
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
平
成
の
大
合
併
は
、
市
町
村
の
多
様
性
を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
市
町
村
規
模
の
相
違
に
応

じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。
秋
田
県
で
は
九
市
・
五
〇
町
・
一
〇
村
の
六
九
市
町
村
が
、
一
三
市
・
九
町
・
三
村
の
合
計
二
五
市
町
村
に

な
っ
た
。
合
併
し
な
か
っ
た
一
市
・
六
町
・
三
村
の
総
人
口
は
八
万
五
二
五
九
人
で
あ
り
、
県
人
口
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
平
均
八
千
五

百
人
ほ
ど
で
あ
る
が
、
人
口
三
万
人
強
の
鹿
角
市
を
除
く
と
平
均
人
口
五
千
五
百
人
ほ
ど
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
合
併
し
た
一
五
の
市

と
町
の
平
均
人
口
は
六
万
二
七
八
九
人
で
あ
り
、
鹿
角
市
を
除
く
と
一
〇
倍
を
超
え
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
広
域
行
政
体
制
の
整
備
も
必
要
と
な
る
。

特
に
今
回
調
査
し
た
山
本
地
区
と
由
地
区
郡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
山
本
郡
で
は
藤
里
町
を
除
く
一
市
・
四
町
・

三
村
の
合
併
を
実
施
し
た
が
、
人
口
五
万
五
千
人
の
能
代
市
と
、
人
口
七
千
人
強
の
八
峰
町
と
、
人
口
一
万
七
千
人
強
の
三
種
町
と
、
人

口
三
千
五
百
人
弱
の
藤
里
町
が
残
っ
た
の
で
あ
り
、
藤
里
町
に
と
っ
て
は
山
本
地
区
の
一
市
・
二
町
と
の
関
係
と
、
県
北
地
域
と
の
関
係

を
考
慮
す
る
必
要
が
で
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
全
体
で
県
人
口
の
ほ
ぼ
一
割
に
当
た
る
一
〇
万
五
千
人
強
を
し
め
る
由
利

地
区
は
合
併
に
よ
り
由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
の
二
市
に
統
合
さ
れ
た
。
一
体
化
し
た
政
策
が
求
め
ら
れ
る
部
分
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
面

積
か
ら
み
れ
ば
、
一
市
・
七
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
由
利
本
荘
市
は
秋
田
県
の
ほ
ぼ
一
割
に
当
た
る
一
千
二
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有

す
る
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
化
し
た
地
域
に
適
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
二
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六　

秋
田
県
の
自
然
・
伝
統
と
観
光

秋
田
県
の
日
本
一
と
さ
れ
る
も
の
と
、
全
国
の
ベ
ス
ト
三
に

入
っ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
、
自
然
や
伝
統
あ
る
い
は
人
口
な

ど
に
関
す
る
も
の
を
拾
い
上
げ
る
と
、「
第
一
位
の
も
の
に
は

田
沢
湖
の
深
度
四
二
三
・
四
ｍ
、
杉
の
人
工
林
面
積
三
六
万

七
四
六
九
ha
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
件
数
一
七
件
な
ど
が

あ
る
。
第
二
位
に
は
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

一
七
七
％
、
清
酒
の
販
売
（
消
費
）
数
量
（
成
人
一
人
当
た
り
）

九
・
七
ℓ
、
第
三
位
に
水
陸
稲
の
収
穫
量
五
四
万
六
五
百
ｔ
、

地
熱
発
電
認
可
出
力
八
万
八
十
三
百
kw
な
ど
が
あ
る
。
逆
に
最

下
位
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
出
生
率
（
人
口
千
人
当
た
り
）

五
・
八
、
人
口
増
減
率
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
六
％
、
婚
姻
率
（
人
口

千
人
当
た
り
）
三
・
七

（
26
）

」
な
ど
が
あ
る
。
秋
田
県
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

出
生
率
や
婚
姻
率
そ
し
て
人
口
減
少
率
が
全
国
最
下
位
で
あ

る
こ
と
は
、
秋
田
県
の
人
口
減
少
問
題
の
厳
し
さ
を
伝
え
て
い

表 2　秋田県の指定無形文化遺産・無形民俗文化財等
イ　ベ　ン　ト 会　　場 特　　徴 備　　考

1 月
大日堂舞楽 鹿角市・大日霊貴神社 ユネスコ無形文化遺産 国重要無形民俗文化財

上郷の小正月行事 にかほ市象潟町 国重要無形民俗文化財

2 月
六郷のカマクラ 仙北市美郷町 国重要無形民俗文化財

刈和野の大綱引き 大仙市刈和野 国重要無形民俗文化財

3 月

4 月

5 月

6 月 小滝（延年）のチョウクライロ舞 にかほ市象潟町 国重要無形民俗文化財

7 月
東湖八坂神社祭の統人行事 大仙市刈和野 国重要無形民俗文化財

土崎神明社の曳山行事 秋田市土崎港 国重要無形民俗文化財

8 月

秋田の竿灯 秋田市 国重要無形民俗文化財

根子番楽 北秋田市阿仁町 国重要無形民俗文化財 根子集落（マタギの里）の神楽

花輪祭の屋台行事（花輪ばやし）鹿角市花輪 国重要無形民俗文化財 日本三大ばやしの一つ

毛馬内盆踊り 鹿角市十和田毛馬内 国重要無形民俗文化財 秋田県内三大盆踊りの一つ

西馬音内盆踊り 羽後町西馬音内 国重要無形民俗文化財

9 月 角館祭りのやま行事 仙北市角館町 国重要無形民俗文化財 神明社と薬師堂の祭典

10 月

11 月 保呂羽山の霜月神楽 横手市大森町 国重要無形民俗文化財 横手市・波宇志別神社里宮

12 月 男鹿のなまはげ 男鹿市 国重要無形民俗文化財

他
本海獅子舞番楽（天池講中） 由利本荘市鳥海町 国重要無形民俗文化財 1 月・5 月・8 月

秋田のイタヤ箕製作技術 秋田市・仙北市 国重要無形民俗文化財

二
三
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十
三
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号
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〇
一
六
年
六
月
）

（
二
四
）

る
。
半
面
、
世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山
地
が
あ
り
、
杉
の
植
林
が
多
い
こ
と
は
緑
豊
か
な
秋
田
を
想
像
さ
せ
る
。
コ
メ
の
生
産
量
や
清
酒

消
費
量
か
ら
は
実
り
豊
か
な
お
お
ら
か
な
秋
田
県
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
日
本
一
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
多
さ
や
、

伝
統
を
尊
び
な
が
ら
民
衆
が
民
俗
文
化
を
継
承
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
秋
田
県
民
の
郷
土
愛
や
粘
り
強
さ
が
み
え
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
地

産
地
消
を
前
提
と
し
て
秋
田
県
の
活
力
増
進
を
図
る
と
す
れ
ば
、
自
然
や
自
然
の
恵
み
、
農
水
産
業
を
中
心
と
し
た
特
産
品
、
歴
史
や
伝

統
そ
し
て
地
域
的
な
特
性
な
ど
を
伝
え
て
く
れ
る
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
な
ど
の
総
合
的
な
活
用
に
加
え
て
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
温

泉
と
の
組
み
合
わ
せ
の
よ
う
な
形
で
秋
田
を
総
合
的
に
売
り
出
し
て
い
く
、
観
光
業
を
中
心
と
し
た
産
業
発
展
に
大
き
な
力
を
注
ぐ
必
要

が
あ
る
。

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
の
観
光
統
計
に
よ
れ
ば
、
秋
田
県
の
観
光
客
数
は
年
間
約
三
千
二
百
五
万
人
で
、
観
光
地
点
へ
の
入
込
客

（
観
光
）
が
二
千
百
八
五
万
人
で
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
入
込
客
（
行
祭
事
）
が
一
千
二
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
県
の
伝
統
行

事
・
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
表
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
秋
田
県
の
伝
統
行
事
・
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
八
月

を
中
心
に
七
月
か
ら
一
〇
月
と
四
月
中
・
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
集
中
し
て
い
る
。
八
月
に
は
観
光
客
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
六
九
二

万
人
（
観
光
三
一
二
万
人
・
行
祭
事
三
八
〇
万
人
）
が
、
七
月
に
は
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
八
九
万
人
（
観
光
二
二
二
万
人
・
行
祭
事
六
七
万
人
）

が
、
九
月
に
は
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
九
四
万
人
（
観
光
二
二
一
万
人
・
行
祭
事
七
二
万
人
）
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
七

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
夏
祭
り
を
中
心
に
し
た
多
く
の
重
要
伝
統
民
族
文
化
財
と
さ
れ
る
各
種
の
行
祭
事
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
花
火

大
会
が
各
地
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
八
月
は
観
光
と
行
祭
事
の
客
数
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
こ

と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
月
に
は
二
番
目
に
多
い
一
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
三
六
三
万
人
（
観
光
二
六
二
万
人
・
行
祭
事
一
〇
一
万
人
）
が
、
一
〇
月
に
は

二
四



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
二
五
）

表
3
　
秋
田
県
の
伝
統
行
事
・
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト

月
上

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

旬
中

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
旬

下
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

旬

1
月

1
日

：
初

日
の

出
：

天
王

グ
リ

ー
ン

ラ
ン

ド
・

道
の

駅
て

ん
の

う
15

日
と

第
二

日
曜

日
：

上
郷

の
小

正
月

行
事

（
に

か
ほ

市
象

潟
町

）
2
日

：
大

日
堂

舞
楽

（
鹿

角
市

八
万

平
・

大
日

霊
貴

神
社

）
17

日
：

太
平

山
三

芳
神

社
・

三
吉

ほ
ん

で
ん

祭
（

秋
田

市
三

吉
神

社
）

17
日

：
本

庄
凧

揚
げ

大
会

（
羽

後
本

荘
）

2
月

6
日

：
秋

の
宮

温
泉

郷
・

か
だ

る
雪

ま
つ

り
（

湯
沢

市
秋

の
宮

）
11

日
：

川
を

渡
る

ぼ
ん

で
ん

（
大

曲
）

第
三

土
曜

日
：

太
田

の
火

祭
り

（
大

仙
市

太
田

）
10

日
：

刈
和

野
の

大
綱

引
き

（
大

仙
市

刈
和

野
）

11
日

─
15

日
：

六
郷

の
か

ま
く

ら
（

美
郷

町
六

郷
）

10
日

：
上

桧
内

の
紙

風
船

上
げ

（
大

仙
市

西
木

）
12

日
─

14
日

：
な

ま
は

げ
柴

灯
ま

つ
り

（
男

鹿
市

北
浦

真
山

）
13

日
─

14
日

：
火

振
り

か
ま

く
ら

（
仙

北
市

角
館

町
）

13
日

─
14

日
：

犬
っ

こ
ま

つ
り

（
湯

沢
地

区
）

13
日

─
14

日
：

大
館

ア
メ

ッ
コ

市
（

大
館

市
）

15
日

─
16

日
：

横
手

の
雪

ま
つ

り
　

か
ま

く
ら

（
横

手
市

）
20

日
：

払
田

棚
の

冬
ま

つ
り

　
蝦

夷
ほ

た
る

（
大

曲
・

払
田

の
柵

後
）

20
日

─
21

日
：

田
沢

湖
高

原
雪

ま
つ

り
（

田
沢

湖
ス

キ
ー

場
）

3
月

19
日

：
新

作
花

火
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2016（

大
曲

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
）

25
日

：
御

味
噌

埋
式

（
潟

上
市

・
東

湖
八

坂
神

社
）

第
三

日
曜

日
：

嶽
六

所
神

社
奉

納
梵

天
（

大
仙

市
神

岡
）

4
月

3
日

：
鎮

火
祭

（
ジ

ャ
ジ

ャ
シ

コ
祭

）（
大

館
市

比
内

町
）

11
日

─
5
月

6
日

：
刺

巻
湿

原
水

ば
し

ょ
う

祭
（

仙
北

市
田

沢
湖

刺
巻

）
23

日
─

5
月

6
日

：
真

人
公

園
桜

ま
つ

り
（

横
手

市
増

田
町

・
真

人
公

園
）

12
日

─
13

日
：

星
辻

神
社

だ
る

ま
祭

り
（

秋
田

市
大

町
）

24
日

：
能

代
凧

揚
げ

大
会

（
能

代
市

・
能

代
港

中
島

埠
頭

）
14

日
─

23
日

：
あ

き
た

千
秋

公
園

桜
ま

つ
り

（
秋

田
市

千
秋

公
園

）
25

日
：

松
舘

天
満

宮
三

台
山

獅
子

大
権

現
舞

・
湯

立
て

（
鹿

角
市

八
幡

平
）

16
日

─
29

日
：

本
庄

桜
ま

つ
り

（
観

桜
会

）（
本

庄
市

・
本

庄
城

跡
）

4
月

下
旬

─
5
月

上
旬

：
大

森
公

園
さ

く
ら

ま
つ

り
（

横
手

市
大

森
）

18
日

─
5
月

6
日

：
桜

ま
つ

り
（

横
手

市
城

山
町

・
横

手
公

園
）

4
月

下
旬

─
5
月

上
旬

：
大

館
桜

ま
つ

り
（

大
館

市
字

中
城

・
桂

城
公

園
）

20
日

─
5
月

5
日

：
角

館
桜

ま
つ

り
（

仙
北

市
角

館
町

・
武

家
屋

敷
他

）
4
月

下
旬

─
5
月

上
旬

：
な

か
せ

ん
桜

ま
つ

り
（

大
仙

市
・

八
乙

女
公

園
）

20
日

─
5
月

5
日

：
き

み
ま

ち
阪

桜
ま

つ
り

（
能

代
市

二
ツ

井
町

）
4
月

下
旬

─
5
月

中
旬

：
日

本
国

花
苑

桜
ま

つ
り

（
井

川
町

浜
井

）
4
月

中
旬

─
5
月

上
旬

：
八

津
・

鎌
足

カ
タ

ク
リ

群
生

の
郷

開
園

（
仙

北
市

）

5
月

（
多

く
の

桜
ま

つ
り

は
4
月

下
旬

か
ら

五
月

上
旬

に
開

催
さ

れ
て

い
る

）
中

旬
か

ら
下

旬
：

小
保

内
公

園
つ

つ
じ

祭
り

（
仙

北
市

田
沢

湖
）

下
旬

：
白

神
山

地
山

開
き

8
日

─
22

日
：

つ
つ

じ
ま

つ
り

（
由

利
本

荘
市

・
本

荘
公

園
）

6
月

1
日

：
秋

田
駒

ケ
岳

山
開

き
（

大
仙

市
田

沢
湖

）
12

日
：

小
町

ま
つ

り
（

前
日

は
宵

宮
）（

湯
沢

市
・

小
町

の
郷

公
園

）
下

旬
：

鹿
島

流
し

（
大

仙
市

）
4
日

─
19

日
：

大
館

バ
ラ

ま
つ

り
（

大
館

市
字

三
の

丸
）

第
二

土
曜

日
：

小
滝

（
延

年
）

の
チ

ョ
ウ

ク
ラ

イ
ロ

舞
（

に
か

ほ
市

象
潟

町
）

7
月

6
日

─
7
日

：
牛

乗
り

く
も

舞
（

統
人

行
事

）（
潟

上
市

・
東

湖
八

坂
神

社
）

14
日

─
15

日
：

綴
子

神
社

例
大

祭
（

秋
田

市
綴

子
・

綴
子

神
社

）
23

日
：

田
沢

湖
大

花
火

（
仙

北
市

田
沢

・
田

沢
湖

畔
・

白
浜

特
設

会
場

）
上

旬
：

協
和

七
夕

花
火

（
大

仙
市

協
和

）
中

旬
（

16
日

？
）：

港
ま

つ
り

・
能

代
の

花
火

（
能

代
市

下
浜

ふ
頭

）
下

旬
か

8
月

上
旬

：
本

荘
川

ま
つ

り
花

火
大

会
（

由
利

本
荘

市
・

友
水

公
園

）
中

旬
（

16
日

？
）：

よ
こ

て
の

全
国

線
香

花
火

大
会

（
横

手
市

）
第

四
土

曜
日

：
亀

田
海

道
ま

つ
り

（
大

仙
市

）
中

旬
（

17
─

18
日

？
）：

土
崎

神
明

社
の

曳
山

行
事

（
秋

田
市

土
崎

港
）

27
日

：
田

沢
湖

龍
神

ま
つ

り
（

大
仙

市
田

沢
湖

）

8
月

1
日

：
白

瀑
神

社
例

大
祭

（
神

輿
の

滝
浴

び
）（

八
峰

町
・

白
瀑

神
社

）
14

日
：

男
鹿

日
本

海
花

火
（

男
鹿

市
・

O
G
A

マ
リ

ン
パ

ー
ク

）
21

日
─

13
日

：
毛

馬
内

の
盆

踊
り

（
鹿

角
市

十
和

田
毛

馬
内

）
3
日

─
6
日

：
秋

田
竿

灯
ま

つ
り

（
秋

田
市

）
14

日
：

根
子

番
楽

（
北

秋
田

市
阿

仁
町

根
子

集
落

）
下

旬
（

27
日

？
）：

全
国

花
火

競
技

大
会

　
大

曲
の

花
火

（
大

仙
市

）
5
日

─
7
日

：
七

夕
絵

ど
う

ろ
う

ま
つ

り
（

湯
沢

市
）

15
日

─
16

日
：

送
り

盆
ま

つ
り

（
横

手
市

・
市

役
所

本
庁

舎
前

）
28

日
：

大
名

行
列

（
湯

沢
市

・
愛

宕
神

社
）

6
日

─
7
日

：
能

代
役

七
夕

・
シ

ャ
チ

流
し

（
能

代
市

中
心

部
・

米
代

川
）

16
日

：
大

館
大

文
字

ま
つ

り
〔

火
と

灯
の

ま
つ

り
／

花
火

大
会

〕（
大

館
市

）
8
日

：
花

輪
ね

ぷ
た

（
7
日

も
イ

ベ
ン

ト
あ

り
）（

鹿
角

市
・

塙
商

店
街

）
16

日
─

18
日

：
西

馬
音

内
盆

踊
り

（
羽

後
町

西
馬

音
内

）
10

日
：

秋
田

市
夏

ま
つ

り
雄

物
川

花
火

大
会

（
秋

田
市

・
雄

物
川

河
川

敷
）

19
日

─
20

日
：

花
輪

祭
の

屋
台

行
事

（
花

輪
ば

や
し

）（
鹿

角
市

花
輪

）

9
月

6
日

：
う

ご
牛

ま
つ

り
（

羽
後

町
・

五
輪

坂
温

泉
と

し
と

ら
ん

ど
）

14
日

：
増

田
の

花
火

（
横

手
市

増
田

町
）

22
日

─
23

日
：

生
保

内
節

全
国

大
会

（
仙

北
市

田
沢

湖
生

保
内

）
7
日

─
9
日

：
角

館
の

お
祭

り
（

神
明

社
と

薬
師

堂
の

祭
典

）（
仙

北
市

角
館

町
）

15
日

：
八

幡
神

社
祭

典
（

大
仙

市
・

神
宮

寺
）

10
日

（
第

二
土

曜
日

）
お

な
ご

り
フ

ェ
ス

タ
in

能
代

（
能

代
市

）

10
月

上
旬

：
招

福
狐

の
行

列
（

秋
田

市
・

通
り

町
商

店
街

）
中

旬
：

秋
の

朝
市

ま
つ

り
「

き
の

こ
ま

つ
り

」（
五

城
目

町
）

22
日

─
23

日
：

全
国

ご
て

ん
ま

り
コ

ン
ク

ー
ル

（
由

利
本

荘
市

・
鶴

舞
会

館
）

15
日

─
23

日
：

法
体

の
滝

紅
葉

ま
つ

り
（

由
利

本
荘

市
鳥

海
町

・
法

体
園

地
）

中
旬

─
11

月
初

旬
：

抱
返

り
紅

葉
祭

（
仙

北
市

田
沢

湖
）

11
月

上
旬

：
よ

こ
て

菊
ま

つ
り

（
横

手
市

・
秋

田
ふ

る
さ

と
村

）
中

旬
（

日
曜

日
）：

秋
田

船
方

節
全

国
大

会
（

男
鹿

市
・

市
民

文
化

会
館

）
6
日

：
東

北
将

棋
大

会
（

大
仙

市
：
 西

仙
北

ぬ
く

森
温

泉
「

ユ
メ

リ
ア

」）
7
日

─
8
日

：
保

呂
羽

山
の

霜
月

神
楽

（
横

手
市

・
波

宇
志

別
神

社
里

宮
）

12
月

10
日

─
1
月

10
日

：
槻

の
木

光
の

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー

（
横

手
市

平
鹿

地
区

）
31

日
：

な
ま

は
げ

行
事

（
男

鹿
市

役
所

庁
舎

）
31

日
：

田
沢

湖
金

色
大

観
音

　
除

夜
の

花
火

奉
納

（
田

沢
湖

）
31

日
：

除
夜

の
鐘

（
横

手
盆

地
・

西
法

寺
）

1
月

・
5
月

・
8
月

：
本

海
獅

子
舞

番
楽

（
由

利
本

荘
市

鳥
海

町
）

秋
田

の
イ

タ
ヤ

箕
製

作
技

術
（

秋
田

市
太

平
黒

沢
・

仙
北

市
角

館
町

雲
然

）
註

1．
表

は
「

る
る

ぶ
．

C
om

　
国

内
ガ

イ
ド

　
イ

ベ
ン

ト
」（

https://w
w
w
.rurubu.com

/event/detail.aspx?ID
=10457）

と
、

秋
田

県
公

式
W

eb
サ

イ
ト

「
美

の
国

あ
き

た
ネ

ッ
ト

」
内

の
秋

田
年

間
イ

ベ
ン

ト
情

報
（

春
・

夏
・

秋
）

（
http://w

w
w
.pref.akita.lg.jp/w

w
w
/contents/1167196777286/index.htm

l）
を

参
照

し
て

作
成

し
た

。
註

2．
ゴ

シ
ッ

ク
は

国
指

定
重

要
無

形
文

化
財

（
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
を

含
む

）
で

あ
る

。
註

3．
行

事
の

日
時

は
毎

年
か

わ
る

も
の

も
あ

り
正

確
で

は
な

い
。

二
五
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）

（
二
六
）

三
番
目
の
一
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
三
四
一
万
人
（
観
光
二
七
三
万
人
・
行
祭
事
六
八
万
人
）
が
、
四
月
に
は
四
番
目
の
九
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
九
八
万
人
（
観
光
一
五
三
万
人
・
行
祭
事
一
四
五
万
人
）
が
訪
れ
て
い
る
。
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
時
期
は
秋
田
の

春
で
あ
り
、
桜
が
メ
ー
ン
で
は
あ
る
が
、
水
芭
蕉
や
カ
タ
ク
リ
あ
る
い
は
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
山
菜
な
ど
を
中
心

と
し
た
春
の
味
覚
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
は
、
紅
葉
と
秋
の
味
覚
の
時
期
で

あ
り
、
温
泉
も
含
め
た
秋
田
の
情
緒
を
堪
能
で
き
る
時
期
と
い
え
る
。
四
月
・
五
月
の
二
か
月
で
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
六
六
一
万
人

の
観
光
客
が
、
ま
た
七
月
か
ら
一
〇
月
に
は
五
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
千
六
一
六
万
人
の
観
光
客
が
秋
田
県
を
訪
れ
て
い
る
。

一
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
冬
季
と
六
月
の
梅
雨
の
時
期
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

秋
田
県
の
各
市
町
村
の
観
光
客
数
を
見
る
と
、
上
か
ら
五
六
九
万
人
の
秋
田
市
、
四
九
四
万
人
の
仙
北
市
、
三
七
〇
万
人
の
横
手
市
、

二
八
〇
万
人
の
男
鹿
市
の
四
市
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
百
万
人
台
は
上
か
ら
由
利
本
荘
市
、
大
仙
市
、
能
代
市
、
鹿
角
市
、
に
か
ほ
市
、

湯
沢
市
、
北
秋
田
市
の
七
市
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
万
人
台
は
小
坂
町
、
大
館
市
、
美
郷
町
、
八
峰
町
、
上
小
阿
仁
村
、
五
城
目
町
、
大

潟
村
、
三
種
町
、
羽
後
町
、
東
成
瀬
村
、
井
川
町
の
一
市
・
七
町
・
三
村
一
一
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
万
人
以
下
は
潟
上
市
と
藤

里
町
と
八
郎
潟
町
の
一
市
・
二
町
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別
で
み
る
と
、
上
か
ら
九
〇
七
万
人
の
秋
田
地
区
、
七
四
九
万
人
の
仙
北
地
域
、

三
七
〇
万
人
の
平
鹿
地
域
（
横
手
市
）、
三
六
〇
万
人
の
由
利
地
域
、
二
五
〇
万
人
の
鹿
角
地
域
、
二
二
二
万
人
の
山
本
地
域
、
二
〇
〇
万

人
の
北
秋
田
地
域
、
一
四
六
万
人
の
雄
勝
地
域
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別
の
観
光
地
点
数
と
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
数
を
見
る
と
、
上

か
ら
六
二
地
点
と
二
六
件
の
合
計
八
八
の
秋
田
地
域
、
四
八
地
点
と
二
三
件
の
合
計
七
一
の
仙
北
地
域
、
四
四
地
点
と
一
五
件
の
合
計

五
九
の
由
利
地
域
、
三
〇
地
点
と
一
九
件
の
合
計
四
九
の
山
本
地
域
、
二
八
地
点
と
一
八
件
の
合
計
四
六
の
平
鹿
地
域
、
二
五
地
点
と

一
八
件
の
合
計
四
三
の
北
秋
田
地
域
、
一
一
地
点
と
八
件
の
合
計
一
九
の
雄
勝
地
域
、
一
七
地
点
と
八
件
の
二
五
件
の
鹿
角
地
域
の
順
と

二
六



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
二
七
）

な
っ
て
い
る
。

国
の
無
形
民
俗
文
化
財
一
七
件
は
秋
田
地
域
と
仙
北
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
四
件
、
由
利
地
域
と
鹿
角
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
三
件
、
北
秋
田
地

域
・
平
鹿
地
域
・
雄
勝
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
一
件
存
在
す
る
が
、
山
本
地
域
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
秋
田
県
指
定
の
有
形
民
俗
文
化
財
は

一
二
件
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
地
域
に
五
件
、
仙
北
地
域
、
由
利
地
域
、
雄
勝
地
域
に
各
二
件
、
鹿
角
地
域
に
一
件
存
在
す
る
。
ま

た
、
秋
田
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
四
六
件
は
、
由
利
地
域
に
一
二
件
、
山
本
地
域
に
九
件
、
仙
北
地
域
に
七
件
、
秋
田
地
域
と
平
鹿

地
域
に
各
五
件
、
鹿
角
地
域
に
四
件
、
北
秋
田
地
域
と
雄
勝
地
域
に
各
二
件
存
在
し
て
い
る
。
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
も
主
要
な
も
の
は

七
四
件
で
あ
り
、
秋
田
地
域
に
一
四
件
、
北
秋
田
地
域
、
平
鹿
地
域
、
由
利
地
域
に
各
一
一
件
、
山
本
地
域
に
八
件
、
仙
北
地
域
、
雄
勝

地
域
に
各
七
件
、
鹿
角
地
域
に
五
件
存
在
し
て
い
る

（
27
）

。
こ
れ
ら
は
上
位
で
は
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
下
位
の
地
域
に
は
明
確
な
相

関
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
う
い
っ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
と
、
観
光
客
の
少
な
い
冬
季
に
ど
の
よ
う
な
も

の
を
提
供
で
き
る
か
が
、
今
後
の
各
市
町
村
や
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

七　

藤
里
町
の
平
成
の
大
合
併
と
地
方
創
生

藤
里
町
は
、
自
ら
を
「
秋
田
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
青
森
県
境
を
一
辺
と
す
る
逆
三
角
形
の
地
勢
で
北
は
白
神
山
地
、
南
は
能
代
平

野
の
延
長
の
米
代
川
に
通
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
形
状
は
東
西
二
〇
・
二
㎞
、
南
北
二
二
・
五
㎞
で
面
積
は
二
八
一
・
九
八
㎢
と
な
っ
て
い
ま

す
。
集
落
は
、
米
代
川
の
支
流
で
あ
る
藤
琴
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
粕
毛
川
沿
い
に
散
在
し
て
い
ま
す
。
集
落
と
同
様
に
、
藤
琴
川
、
粕

毛
川
沿
い
に
狭
あ
い
な
耕
地
が
広
が
り
、
町
土
の
九
一
％
を
山
林
と
原
野
が
占
め
、
北
部
一
帯
の
国
有
林
は
面
積
が
一
八
一
・
三
七
㎢
で

二
七
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六
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
白
神
山
地
の
高
大
な
ブ
ナ
林
や
、
こ
こ
を
水
源
と

す
る
藤
琴
川
な
ど
は
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
と
豊
か
な
資
源
を
擁
し
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
、
潤
い
を
与
え
な
が
ら
町
土
の
浄
化
機
能

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
駒
ケ
岳
は
、
眺
望
の
絶
好
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
町
出
身
者
の

ふ
る
さ
と
意
識
を
育
み
つ
づ
け
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の
言
葉
で
紹
介
し
て
い
る

（
28
）

。

白
神
山
地
は
そ
の
一
部
が
自
然
保
護
の
た
め
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
秋
田
県
の
世
界
遺
産
地
域
は
藤
里
町
に
接

し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
へ
の
入
山
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
近
く
か
ら
な
が
め
る
こ
と
に
な
る
。
山
林
原
野
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自

然
を
背
景
と
す
る
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
神
山
地
を
中
心
あ
る
い
は
対
象
と
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
駒
ケ
岳
の
登
山
を
通
じ
た
白
神
山
地
自
然
観
察
会
、
白
神
山
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
白
神
山
地
紅
葉
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
や
、
主
峰
白
神
岳
か
ら
望
む
世
界
遺
産
、
真
夏
の
白
神
山
地
小
岳
登
山
、
粕
毛
川
沿
い
か
ら
望
む
世
界
遺
産
、
白
神
山
地

「
銀
細
工
の
森
」
小
岳
登
山
、
真
冬
の
高
山
登
山
、
白
神
山
地
早
春
の
雪
上
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る

（
29
）

。

八
峰
町
、
能
代
市
、
北
秋
田
市
、
大
館
市
と
隣
接
し
て
い
る
藤
里
町
は
、
秋
田
県
内
で
は
広
く
は
鹿
角
地
域
、
北
秋
田
地
域
、
山
本
地

域
で
構
成
さ
れ
る
県
北
地
域
に
、
広
域
圏
と
し
て
は
山
本
地
域
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
藤
里
町
は
、「
北
秋
田
周
辺
衛
生
施
設
組
合
」

を
北
秋
田
市
、
能
代
市
内
の
二
ツ
井
地
区
（
旧
二
ツ
井
町
）
上
小
阿
仁
村
と
形
成
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
近
接
し
た
状
態
が
わ
か
る
。

ま
た
山
本
地
域
で
は
、
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
と
「
能
代
山
本
郡
老
人
ホ
ー
ム
組
合
」
を
能
代
市
、

藤
里
町
、
八
峰
町
、
三
種
町
で
構
成
し
、
広
域
行
政
を
推
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
本
地
域
で
の
広
域
合
併
に
よ
る
広
域
市

の
設
定
は
、
藤
里
町
の
離
脱
に
よ
っ
て
不
可
能
に
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
広
域
的
な
事
務
の
共
同
処
理
と
、
自
ら
の
力
で
行
う
自
立
し
た

自
治
事
務
の
遂
行
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
秋
田
市
と
の
交
流
の
可
能
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
必
要
と
い
え
る
。

二
八
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自
然
に
つ
い
て
は
、「
気
候
は
、
過
去
一
〇
年
間
の
平
均
気
温
が
摂
氏
一
一
・
四
度
、
年
間
降
水
量
は
一
二
二
四
㎜
で
し
ば
し
ば
集
中
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
…
略
…
冬
期
間
の
積
雪
が
多
く
、
最
大
積
雪
量
一
四
二
㎝
、
積
雪
日
数
一
二
〇
日
と
一
年
の
三
分

の
一
が
雪
に
埋
も
れ
る
豪
雪
地
域
で
あ
り
ま
す
」
と
の
言
葉
で
、
厳
し
い
自
然
環
境
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
他
で
は
、
年
間
積

雪
量
が
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
秋
田
県
内
四
九
観
測
地
点
中
二
四
位
で
あ
り
、
秋
田
県
の
平
均
積
雪
量
は
一
八
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
県
内
平
均
値
に
近
い
積
雪
と
し
た
記
載
も
見
ら
れ
る

（
30
）

。

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
の
総
人
口
は
三
七
六
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
の
人
口
は
三
八
四
八
人
、
世
帯
数

一
三
一
三
世
帯
で
あ
り
、
人
口
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
以
降
減
少
が
続
い
て
る
が
、
世
帯
数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
は
過
疎
地
域
の
典
型
的
な
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
比
率
も
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
で
三
九
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
里
町
の
人
口
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
の
五
八
三
七
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
三
五
二
七
人
に
な
り
、
二
〇
四
〇
（
平
成
五
二
）
年
に
は
一
八
二
〇
人
ま
で
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
就
業
人
口
を
見
る
と
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
は
就
業
人
口
三
九
四
一
人
（
全
人
口
の
五
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
三
八
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
一
四
二
人
が
第
一
次
産
業
に
、
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
九
三
三
人
が
第
二
次
産
業
に
、
二
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の

八
六
六
人
が
第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
は
就
業
人
口
一
七
一
九
人
（
全
人
口
の
四
三
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
四
二
人
が
第
一
次
産
業
に
、
二
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
四
九
九
人
が
第
二
次
産
業
に
、

五
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
九
七
八
人
が
第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
第
一
次
産
業
従
事
者
が
三
分
の
一
に
、
第
二
次
産
業
従
事
者
が

三
分
の
二
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
三
次
産
業
従
事
者
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
が
約
三
分
の
二
に
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
も
、
第
一
次
産
業
従
事
者
の
減
少
率
は
高
く
、
高
齢
化
に
伴
い
就
業
率
も
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
第
一
次
産
業
従
事
者
の
減

二
九
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少
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
31
）

。

藤
里
町
の
人
口
は
毎
年
七
〇
人
か
ら
八
〇
人
の
規
模
で
減
少
し
て
い
る
。
特
に
昨
年
は
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、

年
間
の
出
生
数
が
一
五
人
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
然
減
が
加
わ
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
に
は
毎
年
九
組
の

移
住
で
可
能
と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
町
は
、
群
馬
県
上
野
村
が
人
口
一
六
〇
〇
人
で
も
元
気
な
村
と
し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
将
来
の
藤
里
町
の
人
口
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
人
口
減
は
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
の
人
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
全
世
代
を
対
象
と
し
た
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
（
生
涯
現
役

の
仕
事
づ
く
り
）、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
シ
ル
バ
ー
バ
ン
ク
（
地
域
貢
献
を
趣
旨
と
す
る
）、
引
き
こ
も
り
や
不
就
労
等
の
人
々
の
社
会
復
帰

を
目
的
と
し
た
こ
み
っ
と
バ
ン
ク
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
み
っ
と
バ
ン
ク
で
は
、
登
録
者
が
自
主
運
営
す
る
た
め
の
施
設
「
こ
み
っ

と
」
が
あ
り
、「
白
神
ま
い
た
け
キ
ッ
シ
ュ
」
や
「
こ
み
っ
と
う
ど
ん
」
な
ど
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
将
来
は
登
録
者
の
自
立
し

た
企
業
化
を
め
ざ
し
て
い
る

（
32
）

。

藤
里
町
は
藤
琴
地
区
（
五
八
一
世
帯
・
一
七
八
三
人
）、
粕
毛
地
区
（
一
八
五
世
帯
・
一
一
三
一
人
）、
大
沢
地
区
（
一
七
四
世
帯
・
五
〇
八
人
）、

米
田
地
区
（
一
六
五
世
帯
・
不
明
）、
矢
板
地
区
（
一
一
七
世
帯
・
四
二
六
人
）、
中
通
地
区
（
一
〇
四
世
帯
・
不
明
）、
北
部
地
区
（
三
四
世
帯
・

不
明
）
の
七
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
自
治
会
館
が
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
藤
里
町
は
秋
田
県
内
で

唯
一
コ
ン
ビ
ニ
の
な
い
市
町
村
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
も
一
件
し
か
な
く
、
町
の
核
と
な
る
施
設
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

食
堂
（「
か
も
や
堂
」）
を
対
象
と
し
た
「
か
も
や
堂
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
町
内
全
域
の
情
報
通
信
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
二
〇
〇
メ
ガ
バ
イ
ト
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
で
全
町
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

藤
里
町
に
は
、
地
域
を
単
位
と
し
た
郷
土
芸
能
が
残
さ
れ
て
い
る
。
藤
琴
地
区
に
は
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
藤

三
〇
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琴
豊
作
踊
り
が
、
大
沢
地
区
に
は
大
沢
壮
士
舞
が
、
米
田
稚
気
に
は
根
城
青
年
団
が
実
施
し
て
い
る
根
城
相
撲
と
よ
さ
こ
い
素
波
里
貉

（
す
ば
り
む
じ
な
）
が
、
中
通
地
区
に
は
高
山
太
鼓
が
、
北
部
地
区
に
は
金
沢
番
楽
が
あ
る
。
過
疎
化
と
少
子
化
に
よ
り
担
い
手
が
少
な
く
、

現
在
後
継
者
育
成
策
と
し
て
、
夏
休
み
に
小
学
生
を
集
め
て
郷
土
芸
能
の
伝
承
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
と
く
に
過
疎
化
と
高
齢
化
の
著

し
い
北
部
地
区
で
は
金
沢
番
楽
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し
小
中
学
生
数
も
最
多
期
の
一
六
〇
人
程
度
か
ら

二
〇
人
程
度
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
継
承
の
困
難
さ
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

か
つ
て
は
林
業
が
藤
里
町
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
林
業
従
事
者
の
多
く
は
町
外
の
企
業
で
働
い
て
い
る
。
町
で
は
間
伐
材

の
木
材
チ
ッ
プ
化
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ
し
策
と
し
て
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
青
森
県
の
大
鰐
町
に
学
び
な
が

ら
、
間
伐
材
を
木
材
チ
ッ
プ
に
し
た
販
売
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
取
り
組
み
を
め
ざ
し
て
い
る
。
町
で
は
売
却
費
と
町
の
支
援
金
を
地

域
振
興
券
と
し
て
町
民
に
配
布
し
、
町
で
の
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
事
業
の
担
い
手
の
確

保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
で
は
米
作
の
ほ
か
に
リ
ン
ド
ウ
の
花
卉
栽
培
や
、
羊
の
飼
育
が
進
ん
で
い
る
。
リ
ン
ド
ウ
を
「
白
神
リ

ン
ド
ウ
」、
ラ
ム
肉
を
「
白
神
ラ
ム
肉
」
と
呼
ん
で
お
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
「
白

神
山
水
」、「
白
神
山
地
ワ
イ
ン
」、「
白
神
和
牛
」
が
生
産
さ
れ
て
い
る

（
33
）

。

八　

に
か
ほ
市
の
重
点
道
の
駅
「
ね
む
の
丘
」
を
中
心
と
し
た
地
方
創
生
策

に
か
ほ
市
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
一
七
）
年
一
〇
月
一
日
に
仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、
象
潟
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
市
で
、
人
口

は
二
万
五
九
七
五
人
で
あ
る
。
秋
田
県
南
西
部
に
位
置
し
、
南
に
鳥
海
山
、
西
に
日
本
海
を
臨
む
、
山
と
海
に
抱
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
一
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南
北
約
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
面
積
は
約
二
四
〇
・
六
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
海
岸
部
の
平
野

部
に
人
口
が
集
中
し
、
秋
田
県
内
で
は
春
の
訪
れ
が
最
も
早
い
温
暖
な
地
域
で
、
降
雪
量
も
県
内
で
は
最
も
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
市
内

を
国
道
七
号
と
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
が
走
り
、
秋
田
県
南
西
部
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
。
春
は
三
崎
公
園
か
ら
勢
至
公
園
そ
し
て
仁
賀
保
公

園
へ
と
北
上
す
る
桜
前
線
で
、
夏
は
岩
ガ
キ
や
ウ
ニ
や
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
秋
は
仁
賀
保
高
原
の
ス
ス
キ
が
、
冬
は
ハ
タ
ハ
タ
や
タ

ラ
が
有
名
で
あ
る
。
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
は
、「
上
郷
の
小
正
月
の
行
事
」
と
「
小
滝
（
延
年
）
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
」
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
文
化
財
が
あ
る
。
ま
た
第
二
次
産
業
の
生
産
額
は
秋
田
県
で
は
秋
田
市
に
次
い
で
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

Ｔ
Ｄ
Ｋ
な
ど
の
工
場
の
立
地
に
よ
る
も
の
で
あ
る

（
34
）

。

に
か
ほ
市
は
、
広
く
は
秋
田
地
域
と
由
利
地
域
で
形
成
さ
れ
る
県
央
地
域
に
、
広
域
圏
で
は
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
に
位
置
し
、
由

利
本
荘
市
と
の
間
で
一
部
事
務
組
合
と
し
て
「
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
を
形
成
し
て
い
る
。
旧
由
利
郡
は
、
歴
史
的
に
は
鹿
角

地
域
と
と
も
に
久
保
田
藩
に
属
さ
な
い
地
域
で
あ
っ
た
。
に
か
ほ
市
域
は
旗
本
領
で
あ
り
、
明
治
維
新
後
は
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
酒
田

県
に
帰
属
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
由
利
本
荘
市
域
は
亀
田
藩
と
本
荘
藩
と
矢
島
藩
の
領
域
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、

旧
由
利
郡
は
由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
道
七
号
線
と
Ｊ
Ｒ
羽
越
線
が
走
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
に
か
ほ
市
が
交
通

の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
道
の
駅
・
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
月
に
全
国
に
一
〇
四
〇
あ
る
道
の
駅
の
な

か
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
優
れ
た
企
画
を
持
ち
、
今
後
の
重
点
支
援
で
効
果
的
な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
る
と
し
て
三
五
ヶ

所
が
指
定
さ
れ
た
重
点
道
の
駅
の
一
つ
と
な
り
、
秋
田
県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

（
35
）

。

由
利
地
域
に
は
、
に
か
ほ
市
の
重
点
道
の
駅
・
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
の
ほ
か
に
、
由
利
本
荘
市
に
は
、「
道
の
駅
岩
城
」、「
道
の
駅
に

し
め
」、「
道
の
駅
お
お
う
ち
」、「
道
の
駅
東
由
利
」、「
道
の
駅
鳥
海
郷
」
の
五
つ
の
道
の
駅
が
あ
る
。「
道
の
駅
岩
城
」
は
国
道
七
号
の

三
二
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本
荘
と
秋
田
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
物
品
販
売
、
多
目
的
施
設
を
備
え
た
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
ケ
ベ
ッ
ク
」
や
岩
城
温
泉
「
港
の
湯
」
が

併
設
さ
れ
て
い
る
。「
道
の
駅
に
し
め
」
は
国
道
七
号
を
本
荘
か
ら
車
で
約
一
〇
分
ほ
ど
南
に
来
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
施
設
内
に
は
、
物

品
販
売
、
情
報
施
設
を
備
え
て
お
り
、
周
辺
に
は
、
入
浴
施
設
や
ボ
ー
リ
ン
グ
場
が
あ
る
。「
道
の
駅
お
お
う
ち
」
は
国
道
一
〇
五
号
を

本
荘
か
ら
車
で
約
一
〇
分
ほ
ど
東
に
来
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
施
設
内
に
は
、
宿
泊
、
温
泉
、
物
品
販
売
、
情
報
施
設
、
多
目
的
施
設
を
備

え
た
「
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
」
が
あ
る
。「
道
の
駅
東
由
利
」
は
、
国
道
一
〇
七
号
の
本
荘
と
横
手
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
「
ぷ
れ
っ
そ
」
や
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
（
ゆ
ら
り
）」
が
あ
る
。「
道
の
駅
鳥
海
郷
」
は
、
本
荘
と
湯
沢
の
ほ
ぼ
中
間
で
あ
る
国
道

一
〇
八
号
沿
い
に
あ
り
、
物
品
販
売
施
設
が
あ
る

（
36
）

。

重
点
道
の
駅
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
に
つ
い
て
は
、「
周
辺
と
連
携
し
た
圏
域
の
観
光
拠
点
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
環
鳥
海
圏
域
（
秋
田
県
由

利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
、
山
形
県
酒
田
市
・
遊
佐
町
）
は
、
日
本
百
名
山
：
鳥
海
山
や
、
国
の
名
勝
：
象
潟
（
九
十
九
島
）、
夏
の
天
然
岩
ガ
キ

等
の
観
光
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
道
の
駅
『
象
潟
』
は
、
こ
の
圏
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
近
隣
五
つ
の
道
の
駅
と
連
携
し
、
特
産

品
も
活
用
し
た
広
域
観
光
を
推
進
中
。
平
成
二
八
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
観
光
拠
点
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
境
の
地
を
生
か
し
、
秋

田
・
山
形
両
県
の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
。
ま
た
、
二
次
交
通
・
周
遊
観
光
の
拠
点
化
を
図
り
、
圏
域
の
道
の
駅
や
観
光
名
所
の
周
遊
観

光
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る

（
37
）

」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ね
む
の
丘
」
は
、
に
か
ほ
市
だ
け
で
は
な
く
、
由
利

地
域
そ
し
て
環
鳥
海
圏
域
の
中
心
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

重
点
道
の
駅
は
大
き
く
は
「
地
域
外
か
ら
活
力
を
呼
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
と
「
地
域
の
元
気
を
つ
く
る
地
域
セ
ン
タ
ー
型
」
の
二
つ

の
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
で
は
「
①
地
域
の
観
光
総
合
窓
口
機
能
、
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
、
③
地
方
移

住
の
促
進
」、
地
域
セ
ン
タ
ー
型
で
は
「
④
地
域
の
産
業
振
興
、
⑤
地
域
福
祉
の
向
上
、
⑥
高
度
な
防
災
機
能
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三
三



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
三
四
）

道
の
駅
・
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
で
は
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
を
重
視
し
、
地
方
創
生
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
し
て
、
六
駅
連
携
に
よ
る
環
鳥
海

地
域
、
そ
し
て
秋
田
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
「
観
光
総
合
案
内
」
と
、
環
鳥
海
地
域
の
海
外
へ
の
魅
力
発
信
と
し
て
の
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
」、
鳥
海
山
の
恵
み
を
六
次
産
業
化
・
観
光
資
源
化
す
る
「
産
業
振
興
」
を
重
視
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
38
）

。
こ
う
し
た
広

域
的
な
活
動
を
前
提
と
し
て
い
る
の
も
、
に
か
ほ
市
は
人
口
規
模
も
面
積
も
秋
田
県
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
り
、
人
口
規
模
で
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
強
、
面
積
で
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
由
利
地
域
の
一
角
と
し
て
活
動
す
る
必
要
も
あ
り
、
環
鳥
海
圏
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し

て
の
機
能
を
は
た
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

公
共
事
業
、
特
に
箱
モ
ノ
行
政
と
財
政
赤
字
の
関
係
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
道
の
駅
「
象
潟
」
も
批
判
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
か
ほ
市
は
、
道
の
駅
の
中
核
施
設
の
管
理
運
営
組
織
で
あ
っ
た
「
に
か
ほ
市
開
発
公
社
」
を
第
三
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
「（
財
）
に
か
ほ
市
開
発
公
社
」
に
組
織
替
え
を
し
、
運
営
は
指
定
管
理
者
に
委
託
し
て
い
る
。「
ね
む
の
丘
」
の
昨
年
度
の

収
支
決
算
を
見
る
と
、
収
入
が
約
五
億
四
千
万
円
で
支
出
が
約
五
億
二
千
六
百
万
円
で
あ
り
、
建
物
賃
貸
料
一
千
二
百
万
円
を
に
か
ほ
市

に
納
付
し
て
い
る
。
成
功
例
の
一
つ
と
し
て
、
四
階
建
て
の
施
設
の
最
上
階
に
作
っ
た
、
年
間
一
二
万
人
が
訪
れ
る
展
望
風
呂
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
温
泉
の
あ
る
道
の
駅
と
し
て
全
国
第
三
位
に
選
ば
れ
た
実
績
を
持
つ
。
ま
た
平
日
の
日
中
の
利
用
を
メ
イ
ン
と
す
る
、
展
望
風

呂
と
三
階
に
あ
る
休
憩
所
を
利
用
し
た
「
ゆ
っ
た
り
日
帰
り
温
泉
プ
ラ
ン
」
が
、
経
営
安
定
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
を
対
象
に
月
二
回
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
を
設
定
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
由
利
地
域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
「
鳥
海
選
び
ど
ん
」
を
、

各
道
の
駅
や
由
利
地
域
の
ホ
テ
ル
な
ど
と
と
も
に
提
供
し
て
お
り
、
地
域
の
食
を
通
じ
た
魅
力
の
発
信
に
も
協
力
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

努
力
も
あ
り
年
間
五
五
万
人
ほ
ど
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
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こ
の
成
功
が
「
ね
む
の
丘
」
の
価
値
を
高
め
た
こ
と
も
あ
り
、
に
か
ほ
市
は
隣
接
地
に
「
に
か
ほ
市
観
光
拠
点
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

の
建
設
に
着
手
し
、
市
観
光
拠
点
セ
ン
タ
ー
「
に
か
ほ
っ
と
」
と
し
て
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
四
月
九
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
り
、
三
月
一
日
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。「
に
か
ほ
っ
と
」
は
自
ら
の
魅
力
を
、「
秋
田
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
温

も
り
あ
ふ
れ
る
施
設
で
す
。
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
農
水
産
物
や
飲
食
、
お
土
産
・
特
産
品
等
を
販
売
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
一
五
店

舗
が
大
集
合
。
秋
田
県
と
山
形
県
庄
内
地
域
の
観
光
情
報
も
提
供
し
ま
す

（
39
）

」
と
の
言
葉
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
に
か
ほ
市
観
光
協

会
と
に
か
ほ
市
の
観
光
課
が
入
居
し
、
一
元
化
し
た
市
の
観
光
情
報
の
発
信
と
案
内
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
ね
む
の
丘
」

と
「
に
か
ほ
っ
と
」
に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
れ
ば
、
こ
の
施
設
が
鳥
海
圏
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
た
だ
し
こ
の
た
め

に
は
集
客
力
の
ア
ッ
プ
が
大
切
な
の
で
あ
り
、
高
速
道
路
が
完
成
し
た
場
合
に
通
過
点
に
な
ら
な
い
た
め
の
努
力
が
必
要
と
な
る

（
40
）

。

九　

お
わ
り
に

秋
田
県
は
広
い
面
積
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
っ
た
地
域
を
抱
え
て
い
る
、
多
様
な
魅
力
を
有
し
て
い
る
県
で
あ
る
。
昭
和
の
大

合
併
で
は
あ
ま
り
合
併
が
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
で
は
市
町
村
の
平
均
面
積
が
日
本
で
一
番
広
く
な
る
ほ
ど
合

併
が
進
展
し
た
県
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

（
41
）

。
し
か
し
平
成
の
大
合
併
で
は
画
一
的
な
合
併
が
推
進
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
町
村

の
間
に
大
き
な
相
違
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
人
口
で
み
た
場
合
、
三
一
・
六
万
人
の
秋
田
市
を
除
け
ば
、
一
〇
万
人
以
下
で
五
万
人
以
上

が
五
市
（
由
利
本
荘
市
、
能
代
市
他
）、
五
万
人
以
下
で
三
万
人
以
上
が
四
市
、
三
万
人
以
下
で
一
万
人
以
上
が
三
市
（
に
か
ほ
市
他
）・
三
町

の
計
六
町
村
、
一
万
人
以
下
五
千
人
未
満
が
五
町
、
五
千
人
以
下
が
一
町
（
藤
里
町
）・
三
村
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
間
に
も
大
き
な
相
違

三
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が
あ
り
、
地
域
の
独
自
性
の
確
保
や
広
域
行
政
へ
の
対
応
の
在
り
方
な
ど
を
、
複
視
眼
的
な
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
藤
里
町
は
秋
田
県
最
小
人
口
の
町
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
秋
田
県
は
、「
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
減
退
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。
高
齢
化
率
が
県
内
で
二
番
目
に
高
い

藤
里
町
を
モ
デ
ル
に
、
高
齢
者
を
住
民
ら
が
支
え
合
う
体
制
を
つ
く
り
、
将
来
的
に
県
内
全
域
に
広
げ
た
い
考
え
」
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
「
既
に
、
藤
里
町
内
五
六
集
落
の
住
民
ら
を
対
象
に
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
除
排
雪
や
交
通
手
段
の
確
保
、

買
い
物
弱
者
対
策
と
い
っ
た
地
域
の
課
題
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決
の
提
案
を
募
っ
た
。
今
後
こ
の
内
容
を
参
考
に
、
県
や
町

の
関
係
者
が
支
え
合
い
体
制
の
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
町
の
モ
デ
ル
を
全
権
に
拡
大
す
る
た
め
の
検
討
も
進
め
る
」
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
地
域
活
力
創
造
課
は
一
月
に
計
画
を
完
成
さ
せ
、
一
五
年
以
降
、
ま
ず
藤
里
町
で
支
え
合
い
体
制
を
整
え
た
い

と
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
藤
里
町
を
秋
田
県
の
少
子
高
齢
化
対
策
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
地
域
的
特
性
を
生
か
し
た
政
策
の
遂
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
42
）

。

観
光
客
数
が
下
位
第
三
位
で
あ
る
藤
里
町
に
と
っ
て
そ
の
増
加
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
重
点
『
道
の

駅
』
候
補
」
に
な
っ
た
能
代
市
に
あ
る
「
道
の
駅
・
ふ
た
つ
い
」
の
活
用
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
道
の
駅
・
ふ
た
つ
い
」
は
国
道
七

号
沿
い
に
、
県
立
自
然
公
園
「
き
み
ま
ち
阪
」
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
候
補
に
選
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
防
災
、
地
域
福
祉
、

産
業
振
興
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
四
つ
で
あ
る
。
防
災
で
は
、
立
地
条
件
を
生
か
し
た
県
北
の
総
合
的
な
防
災
拠
点
（
水
防
活
動
拠
点
、

道
路
防
災
拠
点
、
秋
田
県
北
の
広
域
的
な
応
援
活
動
支
援
拠
点
）
と
な
る
こ
と
が
、
地
域
福
祉
で
は
、
地
域
住
民
が
冬
場
で
も
交
流
す
る
場
を

創
設
し
、
地
域
の
活
力
創
造
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
産
業
振
興
で
は
、
道
の
駅
で
の
取
り
組
み
を
二
ツ
井
市
街
地
の
商
業
・
産
業
振
興
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
は
、
Ｉ
Ｃ
直
結
や
空
港
近
接
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
窓
口
の
設
置
が
強
調
さ
れ

三
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て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
は
、
世
界
遺
産
「
白
神
山
地
」
を
玄
関
口
と
し
て
、
東
北
各
地
の
世
界
遺
産
と
連
携
す
る
こ
と
も
強
調

さ
れ
て
い
る
。
藤
里
町
に
と
っ
て
意
義
あ
る
施
設
で
あ
り
提
言
で
あ
る

（
43
）

。

道
の
駅
・
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
が
由
利
地
域
の
み
な
ら
ず
環
鳥
海
圏
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
道
の
駅
に
は
広

域
観
光
圏
の
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
小
さ
な
拠
点
と
な
る
も
の
に
分
か
れ
る
可
能
性
も
見

ら
れ
る
が
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
の
あ
る
施
設
と
な
る
可
能
性
も
高
い
。
特
に
大
規
模
合
併
が
実
現
し
な
か
っ
た
山
本
地
域
に
お

い
て
は
、
道
の
駅
ふ
た
つ
い
を
コ
ア
に
し
た
広
域
連
携
体
制
を
一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
の
活
用
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
合
併
を
実
現

す
る
こ
と
も
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
秋
田
県
が
ど
の
よ
う
な
「
高
質
な
田

舎
」
に
な
る
の
か
を
観
察
し
て
い
き
た
い
。

註
こ
の
論
文
は
、
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
三
年
生
が
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
七
月
三
〇
日
か
ら
八
月
一
日
に
秋
田
で
お
こ
な
っ
た
研
究
合
宿
の
内
容

を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

七
月
三
〇
日
は
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
秋
田
の
未
来
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
、
佐

竹
敬
久
秋
田
県
知
事
や
、
地
域
の
産
業
振
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
山
梨
県
に
あ
る
中
央
葡
萄
酒
株
式
会
社
の
三
澤
彩
奈
さ
ん
、
移
住
・
定
住
対
策
を
テ
ー

マ
と
し
た
和
歌
山
県
の
色
川
地
域
振
興
推
進
委
員
会
の
原
和
夫
氏
、
少
子
化
・
子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
と
す
る
茨
城
県
の
モ
ー
ハ
ウ
ス
の
光
畑
由
佳
さ

ん
の
講
演
と
、
そ
の
後
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て
き
た
。
七
月
三
一
日
は
藤
里
町
を
訪
問
し
、
町
役
場
で
斉
藤
さ
ん
か
ら
町
の
実

情
の
話
を
伺
い
、
午
後
か
ら
は
世
界
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
の
近
く
ま
で
行
っ
て
町
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
き
た
。
八
月
一
日
に
は
に
か
ほ

市
の
重
点
道
の
駅
「
ね
む
の
丘
」
を
訪
問
し
、
地
域
経
済
に
お
け
る
ね
む
の
丘
の
成
功
例
を
、
責
任
者
で
あ
る
永
須
康
一
氏
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、

そ
の
後
道
の
駅
で
の
商
品
販
売
や
、
地
域
の
出
店
の
実
態
な
ど
を
調
査
し
、
そ
の
後
象
潟
に
あ
る
蚶
満
寺
（
か
ん
ま
ん
じ
）
を
訪
問
し
、
松
尾
芭
蕉
が
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五
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〇
一
六
年
六
月
）

（
三
八
）

訪
れ
た
と
き
に
は
ま
だ
松
島
の
よ
う
な
海
と
島
で
で
き
て
い
た
地
形
で
あ
っ
た
歴
史
や
そ
の
遺
構
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
の
観
光
も
含
め
た
発
展
可
能
性

の
高
い
こ
と
を
認
識
し
調
査
を
終
え
た
。

ゼ
ミ
の
研
究
が
成
功
し
た
の
は
、
秋
田
県
総
合
政
策
課
の
橋
本
秀
樹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
県
庁
の
方
々
、
現
地
調
査
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
藤
里

町
の
齊
藤
孝
子
様
、
重
点
道
の
駅
「
ね
む
の
丘
」
の
支
配
人
永
須
孝
一
様
の
ほ
か
、
関
係
者
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
皆
様

に
は
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
お
い
て
数
字
は
、
縦
書
き
の
た
め
、
註
も
含
め
て
可
能
な
部
分
や
必
要
な
部
分
は
著
者
が
漢
数
字
に
訂
正
し
て
標
記
し
た
。

（
1
） 

秋
田
県
の
位
置
や
面
積
等
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
企
画
振
興
部
調
査
統
計
課
編
『
平
成
二
七
年
版　

秋
田
県
勢
要
覧
』
秋
田
県
、
平
成
二
七
年

二
月
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
人
口
に
関
し
て
は
、
総
務
省
統
計
局
「
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
」（w

w
w
.state.go.jp

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
2
） 

秋
田
県
統
計
局
・
前
掲
要
覧
・「
一
総
面
積
、
二
評
価
総
面
積
の
表
」
一
七
〇
│
一
頁
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
3
） 

秋
田
県
国
土
利
用
計
画
（http://w

w
w
1.g-reiki.net/pref_akita/reiki_honbun/u600R

G
00001529.htm

l

）

（
4
） 

秋
田
県
編
『
秋
田
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
平
成
二
七
年
一
〇
月
、
秋
田
県
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
な
お
秋
田
県
の
将
来
人
口
推
計
は
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
編
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
平
成
二
五
年
の
も
の
で
あ
る
。

（
5
） 

秋
田
県
編
『
あ
き
た
未
来
総
合
戦
略　
「
高
質
な
田
舎
」
を
思
い
描
き
な
が
ら
「
日
本
に
貢
献
す
る
秋
田
」、「
自
立
す
る
秋
田
」
を
目
指
し
て
』

平
成
二
七
年
一
〇
月
参
照
。
な
お
秋
田
県
『
第
二
期　

ふ
る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン　

平
成
二
六
年
度
〜
二
九
年
度
』
に
も
「
日
本
に
貢
献
す

る
秋
田
、
自
立
す
る
秋
田
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
） 

秋
田
県
「
秋
田
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
概
要
」
平
成
二
七
年
一
〇
月
参
照

（
7
） 

国
勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
統
計
局
、
前
述
資
料
や
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
六
日
夕
刊
と
二
七
日
朝
刊
等
の
記
事

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
ま
た
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
影
響
と
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
の
必
要
性
は
、
増
田
寛
也
編
著
『
地
方
消
滅　

東

京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急
減
』
中
公
新
書
二
二
八
二
を
参
照
し
、
秋
田
県
の
対
応
と
比
較
し
て
分
析
し
た
。

三
八



秋
田
県
の
地
方
創
生
（
山
田
）

（
三
九
）

（
8
） 

「
秋
田
県
国
土
利
用
計
画
」
六
ペ
ー
ジ

（
9
） 

出
羽
国
と
陸
奥
国
に
関
し
て
は
、
永
原
慶
二
監
修
『
岩
波　

日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
10
） 
秋
田
県
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
秋
田
市
編
『
秋
田
市
史
』
秋
田
市
、
一
九
九
八
年
、
秋
田
県
統
計
局
・
前
掲
要
覧
、
秋
田
県
建
設
部
編
『
平
成

二
七
年
度　

業
務
概
要
』
を
参
照
し
整
理
し
た
。
ま
た
山
形
県
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
横
山
昭
男
他
編
『
山
形
県
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
11
） 

「
郡
の
変
遷
・
東
北
」（http://w

w
w
.tt.rim

.or.jp/̃ishato/tiri/gun/g-tohoku.htm

）
参
照

（
12
） 

「
秋
田
県
勢
要
覧
」、「
全
国
及
び
秋
田
県
の
市
町
村
数
の
変
遷
」
参
照

秋
田
県
の
市
町
村
合
併
や
広
域
行
政
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
美
の
国
秋
田
ネ
ッ
ト
」「
あ
ん
べ
い
い
な
秋
田
」
の
関
係
資

料
を
整
理
し
て
作
成
し
た
（http://w

w
w
.pref.akita.lg.jp/

）。

（
13
） 

「
秋
田
県
勢
要
覧
」、「
全
国
及
び
秋
田
県
の
市
町
村
数
の
変
遷
」
参
照

（
14
） ｢

秋
田
県
に
お
け
る
市
町
村
合
併
の
記
録｣

（
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
美
の
国
秋
田
ネ
ッ
ト
」「
あ
ん
べ
い
い
な
秋
田
」）
参
照

（
15
） 

全
国
総
合
開
発
計
画
に
関
し
て
は
、
拙
著
「
市
町
村
合
併
と
広
域
行
政
」『
政
経
研
究
第
四
六
巻
第
三
号
』
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
日
本
大
学

法
学
会
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
） 

秋
田
県
の
「
一
部
事
務
組
合
等
の
現
況
」（http://w

w
w
.pref.akita.lg.jp/w

w
w
/contents/1244685692819/fi les/

）
を
参
照
し
て
整
理
し

た
。

（
17
） 

総
務
省
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」
の
「
合
併
市
町
村
数
と
未
合
併
市
町
村
数
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000178772.

pdf

）
や
拙
著
・
前
掲
論
文
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
18
） ｢

秋
田
県
に
お
け
る
市
町
村
合
併
の
記
録｣

（
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
美
の
国
秋
田
ネ
ッ
ト
」「
あ
ん
べ
い
い
な
秋
田
」）
参
照
し
整
理
し

た
。
詳
し
く
は
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
） 

「
定
住
自
立
圏
構
想｣

（
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）
参
照

（
20
） 

能
代
市｢

地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例｣

、｢

地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
を
延
長
し
ま
し
た｣

、「
地
域
協
議
会
の
概
要
」（http://w

w
w
.
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city.noshiro.akita.jp/reiki/reiki_honbun/r241R
G
00000043.htm

l

）
な
ど
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
21
） 

仙
北
市
「
地
域
審
議
会
の
概
要
」（http://w

w
w
.city.sem

boku.akita.jp/governm
ent/shinshi/gaiyou.htm

l

）
や
、
総
務
省
・
一
部
事
務

組
合
に
つ
い
て
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000051525.pdf

）
な
ど
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
22
） 
総
務
省
「
地
域
審
議
会
・
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
一
覧
（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
現
在
）（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/

000253454.pdf
）
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
23
） 

「
秋
田
県
国
土
利
用
計
画
」
八
│
九
ペ
ー
ジ

（
24
） 

「
一
村
一
品
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
平
松
守
彦
著
『
地
方
か
ら
の
発
想
』
岩
波
新
書
赤
一
三
八
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
秋
田
の
未
来
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
平
成
二
七
年
七
月
三
〇
日
）
の
配
布
資
料
と
講
演
内
容
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
26
） 

秋
田
県
『
あ
き
た
県
政
概
況
二
〇
一
五
』
平
成
二
七
年
六
月
五
一
頁

（
27
） 

秋
田
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
や
重
要
有
形
文
化
財
あ
る
い
は
行
祭
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
美
の

国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」（http://w

w
w
.pref.akita.lg.jp

）
に
あ
る
秋
田
県
年
間
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
冬
・
春
・
夏
）
や
『
平
成
二
六
年
秋
田
県
観
光
統

計
』
秋
田
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
戦
略
課
、
お
よ
び
「
る
る
ぶ
．
Ｃ
ｏ
ｍ　

国
内
ガ
イ
ド　

イ
ベ
ン
ト
」（https://w

w
w
.rurubu.com

/event/

detail.aspx?ID
=10457

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
右
記
の
情
報
に
あ
る
も
の
だ
け
を

対
象
と
し
た
。

（
28
） 

藤
里
町
「
藤
里
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
計
画
）」
第
二
編
「
藤
里
町
の
現
状
」

（
29
） 

藤
里
町
「
二
〇
一
五
秋
田
県
藤
里
町　

エ
コ
ツ
ア
ー
情
報　

白
神
山
地
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
を
四
季
を
通
し
て
企
画
し
て
い
ま

す
」
参
照

（
30
） 

藤
里
町
、
前
掲
計
画
と
「
藤
里
町
の
概
要
」（
概
要
）
参
照

（
31
） 

藤
里
町
、
前
掲
計
画
、
前
掲
概
要
、「
藤
里
町
人
口
の
動
向
に
関
す
る
分
析
」
参
照

（
32
） 

秋
田
県
健
康
福
祉
日
福
祉
政
策
課
（
業
務
受
託
：
社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
編
「
平
成
二
六
年
度
地
域
福
祉
再
構
築
推
進
事
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秋
田
県
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地
方
創
生
（
山
田
）

（
四
一
）

業
中
間
報
告
書
」（http://w

w
w
.akitakenshakyo.or.jp/pcm

s/uploads_dir/editor/doc/chiiki/H
26saikoutikuchukanhoukoku.pdf

）、

二
七
頁
、
四
一
頁
、
秋
田
県
、
平
成
二
七
年
三
月

（
33
） 
藤
里
町
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
藤
里
町
役
場
で
の
齊
藤
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
と
、
そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
「
藤
里
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
」、「
藤
里
町
の
概
要
」、「
藤
里
町
人
口
の
動
向
に
関
す
る
分
析
」、「
平
成
二
七
年
度　

藤
里
町
の
主
要
事
業
」
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
34
） 

に
か
ほ
市
に
つ
い
て
は
、
に
か
ほ
市
Ｈ
Ｐ
「
日
本
海
と
鳥
海
山
に
抱
か
れ
た
ま
ち　

夢
あ
る
ま
ち
・
豊
か
な
ま
ち
・
元
気
な
ま
ち　

に
か
ほ

市
」「
に
か
ほ
市
の
概
要
」（http://w

w
w
.city.nikaho.akita.jp/inform

ation/

）
参
照

（
35
） 

国
土
交
通
省
は
道
の
駅
を
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
の
「
小
さ
な
拠
点
」
と
位
置
づ
け
た
。
地
方
消
滅
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
「
道
の
駅
」
を
活
用
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
一
般
的
な
「
道
の
駅
」
に
対
し
て
、
優
れ
た
九
〇
道
の

駅
は
「
重
点
道
の
駅
等
」
と
し
、
特
に
優
れ
た
六
ヶ
所
を
「
全
国
モ
デ
ル
『
道
の
駅
』」、
上
位
三
五
ヶ
所
を
「
重
点
『
道
の
駅
』」、
四
九
ヶ
所
を

「
重
点
『
道
の
駅
』
候
補
」
と
し
て
選
定
し
た
。（
国
土
交
通
省
「『
道
の
駅
』
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
」：http://w

w
w
.ktr.m

lit.go.jp/ktr_

content/content/000624579.pdf

）

（
36
） 

こ
れ
ら
の
道
の
駅
に
関
し
て
は
「
由
利
本
荘
道
の
駅
ガ
イ
ド
」（http://w

w
w
.yurihonjo-kanko.jp/special/m

ichieki/

）
と
に
か
ほ
市
観

光
拠
点
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）http://w

w
w
.city.nikaho.akita.jp/uploads/user/kikaku

2/F
ile/all/

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
37
） 

国
土
交
通
省
協
力
「
特
別
企
画
シ
リ
ー
ズ　

今
、
大
注
目
の
魅
力
を
探
る　

道
の
駅
新
時
代
」、『
中
央
公
論
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五

（
平
成
二
七
）
年
一
二
月
号
、
一
四
六
頁

（
38
） 

国
土
交
通
省
「
重
点
道
の
駅
の
選
定
に
つ
い
て
」
記
者
発
表
資
料
（http://w

w
w
.thr.m

lit.go.jp/bum
on/kisya/kisyah/im

ages/

54784_1.pdf

）

（
39
） 

秋
田
県
観
光
総
合
ガ
イ
ド
（http://w

w
w
.akitafan.com

/archive/topics/24849

）

（
40
） 

こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
の
支
配
人
永
須
康
一
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
と
そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
「
道
の
駅
・
象
潟　

ね
む
の
丘　

人
と
歴
史
の
交
差
点
と
し
て
」
等
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
41
） 

平
成
の
大
合
併
の
秋
田
県
の
実
情
は
、
拙
著
・
前
掲
論
文
七
〇
│
七
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四
一



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
四
二
）

（
42
） 

時
事
通
信
社
編
『
全
論
点　

人
口
減
少
と
自
治
体
消
滅
』
自
治
通
信
社
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
〇
日
、
三
一
七
│
八
頁

（
43
） 

道
の
駅
「
ふ
た
つ
い
」
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
・
前
掲
記
者
発
表
を
参
照
し
整
理
し
た
。

四
二
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